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近
年
、
習
慣
に
し
よ
う
と
務

め
て
い
る
小
さ
な
事
が
あ
り
ま

す
。
一
年
ほ
ど
前
か
ら
な
の
で
、

ま
だ
お
ぼ
つ
か
な
い
の
で
す
が
。

　

感
謝
は
現
在
形
で
伝
え
た
い
。

「
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
現

場
に
臨
ん
で
は
勿
論
の
こ
と
、

過
去
の
事
も
、
「
昨
日
は
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
「
先
月
は

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
聞
い

た
方
々
は
、
お
か
し
な
日
本
語

だ
な
、
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ご
恩
を
忘

れ
ず
、
感
謝
の
ご
縁
を
い
つ
ま

で
も
繋
ぎ
続
け
て
い
た
い
。
時

間
の
経
過
は
関
係
な
い
、
と
思

い
た
い
の
で
す
。

　

日
本
は
言
霊
の
幸
ふ
国
。
感

謝
と
笑
顔
に
は
幸
が
寄
っ
て
く

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
身

が
笑
顔
に
な
れ
ば
、
家
族
も
周

囲
も
笑
顔
に
な
る
。
そ
う
思
っ

て
い
た
い
の
で
す
。

武
智
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令
和
七
年

霊
峰
石
鎚
山　

開
山
千
三
百
四
十
年

石
鎚
神
社　
　

列
格
百
六
十
年

石
鎚
本
教　
　

創
立
八
十
周
年

奉
祝
の
慶
年
を
迎
え
て

令
和
七
年

霊
峰
石
鎚
山　

開
山
千
三
百
四
十
年

石
鎚
神
社　
　

列
格
百
六
十
年

石
鎚
本
教　
　

創
立
八
十
周
年

奉
祝
の
慶
年
を
迎
え
て

教
は
戦
後
の
宗
教
法
人
法
の
制
定
に
基
づ
き
創
立
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
実
態
は
古
来
か
ら
の
石
鎚
信
仰
の
ま
ま
で
あ
り
ま
す
。

　

同
時
に
そ
の
時
代
は
終
戦
直
後
。
日
本
の
国
は
戦
後
の
動
乱
の

最
中
で
あ
り
ま
し
た
。
人
心
の
混
乱
、
悩
み
、
苦
し
み
、
不
安
、

貧
し
さ
。
そ
の
中
に
、
石
鎚
本
教
の
教
会
が
、
石
鎚
神
社
の
遥
拝

所
、
石
鎚
本
教
の
講
社
が
多
数
設
立
さ
れ
た
事
実
は
、
人
を
救
う

た
め
、
未
来
を
見
つ
め
る
場
所
で
あ
る
為
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
原
点
と
歴
史
の
重
み
に
思
い
を
至
ら
し
、
決
意
を
新
た
に

今
を
生
き
、
未
来
に
繋
い
で
行
く
。
そ
れ
こ
そ
が
、
周
年
事
業
の

大
き
な
意
義
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

是
非
と
も
、
今
秋
の
奉
祝
例
大
祭
に
は
、
ご
参
列
く
だ
さ
り
ま

す
よ
う
、
謹
ん
で
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
七
年
四
月
吉
日

霊
峰
石
鎚
山　

総
本
宮　
　
　
　
　
　
　
　

石
鎚
神
社　

宮
司　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
鎚
本
教　

管
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

奉
祝
実
行
委
員
会　

委
員
長　

平
岡　

明

　

こ
こ
に
謹
ん
で
、
全
国
の
石
鎚
信
徒
の
皆
さ
ま
に
ご
案
内
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
年
、
霊
峰
石
鎚
山
は
開
山
千
三
百
四
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
六

八
五
年
、
霊
峰
石
鎚
は
役
行
者
に
よ
り
開
山
。
爾
来
、
弘
法
大
師
を

始
め
、
数
々
の
高
僧
行
者
が
御
山
で
修
行
を
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　

石
鎚
神
社
列
格
百
六
十
年
。
明
治
初
期
の
神
仏
分
離
に
於
い
て
、

政
府
が
「
神
社
」
と
判
断
し
列
格
。
そ
の
神
社
列
格
の
日
こ
そ
が
、

現
在
の
石
鎚
神
社
春
例
大
祭
を
行
う
、
四
月
五
日
で
あ
り
ま
し
た
。

　

石
鎚
本
教
創
立
八
十
周
年
。
戦
後
間
も
無
い
昭
和
二
十
一
年
に
創

立
さ
れ
、
「
修
祓
」
「
修
行
」
「
鎮
魂
」
を
三
大
教
義
と
し
て
、
所

属
教
会
の
設
立
を
広
め
、
教
師
の
養
成
を
主
体
に
、
語
る
宗
派
で
は

な
く
、
行
動
と
体
験
の
宗
派
と
し
て
歳
月
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
三
項
は
、
石
鎚
大
神
様
と
霊
峰
石
鎚
を
通
し
た
長
い
歴
史
の

中
で
、
そ
の
全
て
が
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
奉
祝
の
慶
年
に
、
今
秋
十
月
五
日
に
は
奉
祝
大
祭
、
四
日
に

は
記
念
式
典
を
行
う
こ
と
が
、
去
る
四
月
四
日
の
石
鎚
神
社
総
代
・

石
鎚
本
教
評
議
員
会
に
て
決
議
さ
れ
、
奉
祝
実
行
委
員
会
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

　

石
鎚
信
仰
は
元
来
が
神
仏
混
交
。
御
山
は
修
験
道
の
道
場
、
信
徒

に
は
加
持
祈
祷
を
行
う
方
も
多
く
、
そ
の
山
岳
信
仰
の
特
殊
性
を
生

か
し
、
石
鎚
信
仰
の
布
教
教
化
体
制
の
充
実
を
図
る
べ
く
、
石
鎚
本

奉
祝
記
念
表
彰

①　

教
会
等
級
昇
格　

発
令

②　

本
教
功
労
章
・
金
笏
・
銀
笏
・
神
鏡
笏　

発
令

③　

周
年　

特
別
功
労
者
表
彰

④　

先
進
・
教
師　

功
労
昇
進　

発
令

⑤　

役
員
・
教
会
長
・
遥
拝
所
長　

勤
続
者
表
彰

　
　
　
　

㋐
神
社
役
員
十
年
以
上
（
常
務
総
代
・
氏
子
総
代
・
神
社
総
代
）

　
　
　
　

㋑
本
教
役
員
十
年
以
上
（
本
教
理
事
・
本
教
監
査
・
評
議
員
）

　
　
　
　

㋒
教
会
長
・
遥
拝
所
長
勤
続　

十
年
単
位
で
二
十
年
以
上

右
は
、
神
社
・
本
教
か
ら
選
出

⑥　

各
崇
敬
組
合
・
教
区
よ
り

　
　
　
　

㋐
組
合
・
教
区
役
員
十
年
以
上
勤
続
の
功
労
者

　
　
　
　

㋑
組
合
長
・
教
区
長
が
推
薦
す
る
組
合
・
教
区
内
功
労
者

　
　
　
　
　
（
三
名
を
目
安
）

　
　
　
　

㋒
組
合
長
・
教
区
長
が
推
薦
す
る
講
社

⑦　

各
教
会
よ
り

　
　
　
　

㋐
教
会
責
任
役
員　

十
年
以
上
勤
続
の
功
労
者

　
　
　
　

㋑
教
会
総
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二
十
年
以
上
勤
続
の
功
労
者

　
　
　
　

㋒
教
会
長
が
推
薦
す
る
教
会
内
功
労
者
（
三
名
を
目
安
）

⑧　

各
遥
拝
所
よ
り

　
　
　
　

㋐
遥
拝
所
責
任
総
代　

二
十
年
以
上
勤
続
の
功
労
者

　
　
　
　

㋑
遥
拝
所
長
が
推
薦
す
る
遥
拝
所
内
功
労
者
（
三
名
を
目
安
）

右
は
、
各
団
体
が
選
出
し
、
名
簿
を
提
出

霊
峰
石
鎚
山
開
山
千
三
百
四
十
年

石
鎚
神
社　
　

列
格　

百
六
十
年

石
鎚
本
教　
　

創
立　

八
十
周
年

　
　
　
　
　
　
　

記
念
式
典
・
奉
祝
大
祭
・
会
議
日
程

令
和
七
年

八
月
二
十
日
（
水
）
九
時
三
十
分　
石
鎚
本
教　

教
会
聯
合
会　

総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

石
鎚
神
社
総
代
会
・
石
鎚
本
教
評
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

員
会
周
年
奉
祝
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

土
小
屋
遥
拝
殿
奉
賛
会
理
事
会

十
月
四
日
（
土
）
十
時　

   

奉
祝
式
典
・
記
念
表
彰

　
　
　
　
　
　
　

十
一
時　

奉
納
行
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
楽

　
　
　
　
　
　
　

十
二
時　

奉
納
だ
ん
じ
り

　
　
　
　
　
　
　

十
三
時　

祝
賀
会

　
　
　
　
　
　
　

十
七
時　

宵
宮
祭

十
月
五
日
（
日
）
十
時　

  

奉
祝
大
祭
・
秋
季
例
大
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奉
納
行
事　

舞
楽
「
陵
王
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
、
御
神
輿
・
花
神
輿
・
樽
神
輿　

巡
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
旅
所
祭

　
　
　
　
　

本
殿
著
御
後
、
御
神
像
拝
戴

　
　
　
　
　

神
賑
行
事　
　

餅
投
げ
・
福
木
投
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
茶
席
（
石
鎚
敬
神
婦
人
会
）

十
月
六
日
（
月
）
十
時　

  

祖
霊
殿　

秋
季
例
大
祭
・
合
祀
祭

十
月
七
日
（
火
） 

九
時　

   

後
宮
祭

大
教
主　

武
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人
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右
は
、
神
社
・
本
教
か
ら
選
出

⑥　

各
崇
敬
組
合
・
教
区
よ
り

　
　
　
　

㋐
組
合
・
教
区
役
員
十
年
以
上
勤
続
の
功
労
者

　
　
　
　

㋑
組
合
長
・
教
区
長
が
推
薦
す
る
組
合
・
教
区
内
功
労
者

　
　
　
　
　
（
三
名
を
目
安
）

　
　
　
　

㋒
組
合
長
・
教
区
長
が
推
薦
す
る
講
社

⑦　

各
教
会
よ
り

　
　
　
　

㋐
教
会
責
任
役
員　

十
年
以
上
勤
続
の
功
労
者

　
　
　
　

㋑
教
会
総
代　

二
十
年
以
上
勤
続
の
功
労
者

　
　
　
　

㋒
教
会
長
が
推
薦
す
る
教
会
内
功
労
者
（
三
名
を
目
安
）

⑧　

各
遥
拝
所
よ
り

　
　
　
　

㋐
遥
拝
所
責
任
総
代　

二
十
年
以
上
勤
続
の
功
労
者

　
　
　
　

㋑
遥
拝
所
長
が
推
薦
す
る
遥
拝
所
内
功
労
者
（
三
名
を
目
安
）

右
は
、
各
団
体
が
選
出
し
、
名
簿
を
提
出

霊
峰
石
鎚
山
開
山
千
三
百
四
十
年

石
鎚
神
社　
　

列
格　

百
六
十
年

石
鎚
本
教　
　

創
立　

八
十
周
年

　
　
　
　
　
　
　

記
念
式
典
・
奉
祝
大
祭
・
会
議
日
程

令
和
七
年

八
月
二
十
日
（
水
）
九
時
三
十
分　
石
鎚
本
教　

教
会
聯
合
会　

総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

石
鎚
神
社
総
代
会
・
石
鎚
本
教
評
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

員
会
周
年
奉
祝
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

土
小
屋
遥
拝
殿
奉
賛
会
理
事
会

十
月
四
日
（
土
）
十
時　

   

奉
祝
式
典
・
記
念
表
彰

　
　
　
　
　
　
　

十
一
時　

奉
納
行
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
楽

　
　
　
　
　
　
　

十
二
時　

奉
納
だ
ん
じ
り

　
　
　
　
　
　
　

十
三
時　

祝
賀
会

　
　
　
　
　
　
　

十
七
時　

宵
宮
祭

十
月
五
日
（
日
）
十
時　

  

奉
祝
大
祭
・
秋
季
例
大
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奉
納
行
事　

舞
楽
「
陵
王
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
、
御
神
輿
・
花
神
輿
・
樽
神
輿　

巡
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
旅
所
祭

　
　
　
　
　

本
殿
著
御
後
、
御
神
像
拝
戴

　
　
　
　
　

神
賑
行
事　
　

餅
投
げ
・
福
木
投
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
茶
席
（
石
鎚
敬
神
婦
人
会
）

十
月
六
日
（
月
）
十
時　

  

祖
霊
殿　

秋
季
例
大
祭
・
合
祀
祭

十
月
七
日
（
火
） 

九
時　

   

後
宮
祭

大
教
主　

武
智
正
人
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奉
祝
実
行
委
員
会
役
員

令
和
七
年　

四
月
現
在

・
監
査
以
外
で
役
職
が
重
複
す
る
方
は
、上
席
記
載
し
て
い
ま
す
。

・
評
議
員
は
、準
二
等
以
上
の
教
会
の
長
の
方
で
す
。 （

順
不
同
・
敬
称
略
）

先連とは、
先達（せんだつ）とは、石鎚山に親しむ、石鎚大神様の子供 ( 氏子 ) です。

先達会符とは、
先達会符（えふ）とは、石鎚大神様の御神体、石鎚大神様の子供（氏子）の証明です。
受けた方は氏子として一生、石鎚大神様のお守りを戴く、世界に唯一ご本人のみの御神札です。
氏子は、御山開き大祭中の登山保護料が免除されます。
［信仰の氏子］ですので、氏神様の氏子、お寺様の檀家と重複してもかまいません。

先連会符は、
現在、男女合わせて約 9万名あまりの先達会符が発行されています。
会符には、本人のみの［先達番号］、住所、氏名が記入され、石鎚神社の [ 先達台帳 ] に登録
されます。
男性会符と女性会符とがあり、それぞれ家族、親族の方に代々引き継ぐものです。
小学校卒業の方で、石鎚山に 3回以上登った方は、先達の会符を受けることができます。

子供会符は、
お子様の学業成就、健康、成長をお祈りします。
0歳児から小学校卒業までのお子様ならどなたでも受けら
れます。
小学校卒業後には先達会符への移行ができます。

先達階級とは、
御山に近づいた証し、御山に功績があった証しとして、参
拝を重ねることにより、順次昇進します。昇進により、神
様のご縁、お力を戴くご縁が深まります。
昇進初穂料は、祭典の神餞物、登山道整備、大祭での救護
班の運営費等、御山開き大祭の公的費用として活用されます。

霊
峰
石
鎚
山
開
山
千
三
百
四
十
年

石
鎚
神
社　

列
格　

百
六
十
年　

奉
祝
実
行
委
員
会

石
鎚
本
教　

創
立　

八
十
周
年

一
、
本
会
は
霊
峰
石
鎚
山
開
山
千
三
百
四
十
年
・
石
鎚
神
社
列
格
百
六
十
年
・
石
鎚
本

　
　

教
創
立
八
十
周
年
、奉
祝
実
行
委
員
会
と
称
し
、事
務
局
を
愛
媛
県
西
条
市
西
田
甲

　
　

７
９
７
石
鎚
神
社
に
置
く
。（
以
下
、本
会
と
称
す
る
。）

二
、
本
会
は
、
表
記
す
る
記
念
の
年
を
奉
祝
し
、
奉
祝
大
祭
及
び
記
念
式
典
事
業
を
行
う

   

事
を
目
的
と
す
る
。

三
、本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

実
行
委
員
長　
　

一
名　

石
鎚
神
社
筆
頭
常
務
総
代
・
石
鎚
本
教
筆
頭
理
事

実
行
副
委
員
長　

二
名　

常
務
総
代
・
本
教
理
事
よ
り
一
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   
石
鎚
本
教
教
会
聯
合
会
会
長

顧　
　

問　
　
　

一
名　

石
鎚
神
社
名
誉
宮
司
・
石
鎚
本
教
名
誉
管
長

参　
　

与　
　

若
干
名　

神
社
・
本
教　

名
誉
顧
問
・
参
与

常
任
理
事　
　

若
干
名　

石
鎚
神
社
常
務
総
代
・
同
氏
子
総
代
・
石
鎚
本
教
理
事

理　
　

事　
　

若
干
名　

崇
敬
組
合
長
、宮
司
推
薦
総
代
、石
鎚
本
教
評
議
員
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

教
会
長
、遥
拝
所
長
、及
び
宮
司
管
長
が
推
薦
す
る
者

　
　

監　
　

査　
　

二
名　

石
鎚
本
教
監
査

実
行
委
員
長
は
、本
会
の
事
業
を
総
括
す
る
。

実
行
副
委
員
長
は
委
員
長
を
補
佐
し
、
委
員
長
事
故
あ
る
時
は
、
そ
の
代
理
と
な
る
。

顧
問
及
び
参
与
は
、必
要
に
応
じ
、本
会
運
営
の
相
談
に
あ
た
る
。

常
任
理
事
は
、本
会
会
務
の
重
要
事
項
を
審
議
す
る
。

理
事
は
、実
行
委
員
会
に
出
席
し
、会
議
を
審
議
す
る
。

監
査
は
、本
会
会
計
を
監
査
す
る
。

四
、
本
会
事
業
の
計
画
、
及
び
実
行
、
奉
祝
大
祭
斎
行
、
奉
祝
式
典
等
の
関
連
す
る
祭
典

   

事
業
は
、本
会
の
運
営
に
て
こ
れ
を
行
う
。

運
営
に
関
し
て
は
、石
鎚
神
社
宮
司
・
石
鎚
本
教
管
長
の
指
揮
を
受
け
て
行
う
。

五
、
本
会
に
関
す
る
経
費
は
、
神
社
・
本
教
の
一
般
会
計
よ
り
支
出
す
る
と
共
に
、
奉
祝

奉
賛
金
を
充
当
す
る
。

六
、
残
余
金
を
生
じ
た
場
合
は
、石
鎚
神
社
一
般
会
計
へ
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

七
、
本
会
は
目
的
を
達
成
し
た
時
点
に
て
、
解
散
す
る
も
の
と
す
る
。

八
、
本
規
約
は
、
令
和
七
年
四
月
四
日
よ
り
施
行
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

霊峰石鎚山
先進の会符を受けましょう!

実
行
委
員
長

筆
頭
常
務
総
代
・
筆
頭
本
教
理
事

平
岡
　
明

副
委
員
長

常
務
総
代
・
本
教
理
事
よ
り
一
名

教
会
聯
合
会
　
会
長

湊
　
照
彦
　

佐
伯
　
良
子

顧
　
問

名
誉
宮
司
・
名
誉
管
長

十
亀
　
興
美

参
　
与

名
誉
顧
問
・
参
与

浦
松
　
大
八
・
川
西
　
久
美

中
西
　
幸
男
・
𠮷
田
　
宏

伊
藤
　
光
貞

常
任
理
事

常
務
総
代
・
氏
子
総
代
・
本
教
理
事

岡
村
　
信
一
・
沖
野
　
和
義
・
田
窪
　
一
善
・
高
橋
　
亨
・

十
亀
　
貴
文
・
藤
原
　
拓
・
髙
橋
　
省
司
・
伊
藤
　
一
・

加
藤
　
法
泰
・
岡
本
　
嘉
孝
・
山
中
　
將
史

理
　
事

組
合
長
・
神
社
総
代
・
評
議
員
・
教
会
長
・
遥
拝
所
長

〔
組
合
長
〕　
藤
本
　
敏
男
・
佐
伯
　
義
明
・
小
林
　
敏
朗
・

山
本
　
眞
理
子
・
坪
内
　
続
・
山
内
　
康
治
・
出
原
　
孝
文
・

石
田
　
和
史
・
西
原
　
善
久
・
三
𠮷
　
真
司
・
梶
原
　
倫
子
・

田
島
　
大
悟

〔
推
薦
総
代
〕
榎
並
　
好
美
・
日
高
　
智
美
・
水
口
　
泉
・

澁
谷
　
俊
英
・
横
林
　
誠
・
浦
松
　
強
八
・
平
松
　
剛
・

伊
藤
　
一
成

〔
評
議
員
〕　
入
江
　
伸
明
・
羽
藤
　
繁
雄
・
黒
瀬
　
貴
久
・

秋
山
　
一
幸
・
横
田
　
一
徳
・
安
岡
　
桂
一
郎
・
森
　
文
成
・

江
藤
　
秀
人
・
田
辺
　
和
彦
・
西
田
　
幸
子
・
加
藤
　
保
彦
・

越
智
　
節
子
・
湊
　
喜
美
子
・
木
村
　
稔
・
井
上
　
忠
史
・

越
智
　
汀
祐
・
深
川
　
健
二
・
勝
本
　
房
利
・
山
田
　
春
治

〔
教
会
長
、
遥
拝
所
長
　
全
員
〕
記
述
略

監
　
査

秋
山
　
一
幸
・
入
江
　
伸
明
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奉
祝
実
行
委
員
会
役
員

令
和
七
年　

四
月
現
在

・
監
査
以
外
で
役
職
が
重
複
す
る
方
は
、上
席
記
載
し
て
い
ま
す
。

・
評
議
員
は
、準
二
等
以
上
の
教
会
の
長
の
方
で
す
。 （

順
不
同
・
敬
称
略
）

先連とは、
先達（せんだつ）とは、石鎚山に親しむ、石鎚大神様の子供 ( 氏子 ) です。

先達会符とは、
先達会符（えふ）とは、石鎚大神様の御神体、石鎚大神様の子供（氏子）の証明です。
受けた方は氏子として一生、石鎚大神様のお守りを戴く、世界に唯一ご本人のみの御神札です。
氏子は、御山開き大祭中の登山保護料が免除されます。
［信仰の氏子］ですので、氏神様の氏子、お寺様の檀家と重複してもかまいません。

先連会符は、
現在、男女合わせて約 9万名あまりの先達会符が発行されています。
会符には、本人のみの［先達番号］、住所、氏名が記入され、石鎚神社の [ 先達台帳 ] に登録
されます。
男性会符と女性会符とがあり、それぞれ家族、親族の方に代々引き継ぐものです。
小学校卒業の方で、石鎚山に 3回以上登った方は、先達の会符を受けることができます。

子供会符は、
お子様の学業成就、健康、成長をお祈りします。
0歳児から小学校卒業までのお子様ならどなたでも受けら
れます。
小学校卒業後には先達会符への移行ができます。

先達階級とは、
御山に近づいた証し、御山に功績があった証しとして、参
拝を重ねることにより、順次昇進します。昇進により、神
様のご縁、お力を戴くご縁が深まります。
昇進初穂料は、祭典の神餞物、登山道整備、大祭での救護
班の運営費等、御山開き大祭の公的費用として活用されます。

霊
峰
石
鎚
山
開
山
千
三
百
四
十
年

石
鎚
神
社　

列
格　

百
六
十
年　

奉
祝
実
行
委
員
会

石
鎚
本
教　

創
立　

八
十
周
年

一
、
本
会
は
霊
峰
石
鎚
山
開
山
千
三
百
四
十
年
・
石
鎚
神
社
列
格
百
六
十
年
・
石
鎚
本

　
　

教
創
立
八
十
周
年
、奉
祝
実
行
委
員
会
と
称
し
、事
務
局
を
愛
媛
県
西
条
市
西
田
甲

　
　

７
９
７
石
鎚
神
社
に
置
く
。（
以
下
、本
会
と
称
す
る
。）

二
、
本
会
は
、
表
記
す
る
記
念
の
年
を
奉
祝
し
、
奉
祝
大
祭
及
び
記
念
式
典
事
業
を
行
う

   

事
を
目
的
と
す
る
。

三
、本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

実
行
委
員
長　
　

一
名　

石
鎚
神
社
筆
頭
常
務
総
代
・
石
鎚
本
教
筆
頭
理
事

実
行
副
委
員
長　

二
名　

常
務
総
代
・
本
教
理
事
よ
り
一
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

石
鎚
本
教
教
会
聯
合
会
会
長

顧　
　

問　
　
　

一
名　

石
鎚
神
社
名
誉
宮
司
・
石
鎚
本
教
名
誉
管
長

参　
　

与　
　

若
干
名　

神
社
・
本
教　

名
誉
顧
問
・
参
与

常
任
理
事　
　

若
干
名　

石
鎚
神
社
常
務
総
代
・
同
氏
子
総
代
・
石
鎚
本
教
理
事

理　
　

事　
　

若
干
名　

崇
敬
組
合
長
、宮
司
推
薦
総
代
、石
鎚
本
教
評
議
員
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

教
会
長
、遥
拝
所
長
、及
び
宮
司
管
長
が
推
薦
す
る
者

　
　

監　
　

査　
　

二
名　

石
鎚
本
教
監
査

実
行
委
員
長
は
、本
会
の
事
業
を
総
括
す
る
。

実
行
副
委
員
長
は
委
員
長
を
補
佐
し
、
委
員
長
事
故
あ
る
時
は
、
そ
の
代
理
と
な
る
。

顧
問
及
び
参
与
は
、必
要
に
応
じ
、本
会
運
営
の
相
談
に
あ
た
る
。

常
任
理
事
は
、本
会
会
務
の
重
要
事
項
を
審
議
す
る
。

理
事
は
、実
行
委
員
会
に
出
席
し
、会
議
を
審
議
す
る
。

監
査
は
、本
会
会
計
を
監
査
す
る
。

四
、
本
会
事
業
の
計
画
、
及
び
実
行
、
奉
祝
大
祭
斎
行
、
奉
祝
式
典
等
の
関
連
す
る
祭
典

   

事
業
は
、本
会
の
運
営
に
て
こ
れ
を
行
う
。

運
営
に
関
し
て
は
、石
鎚
神
社
宮
司
・
石
鎚
本
教
管
長
の
指
揮
を
受
け
て
行
う
。

五
、
本
会
に
関
す
る
経
費
は
、
神
社
・
本
教
の
一
般
会
計
よ
り
支
出
す
る
と
共
に
、
奉
祝

奉
賛
金
を
充
当
す
る
。

六
、
残
余
金
を
生
じ
た
場
合
は
、石
鎚
神
社
一
般
会
計
へ
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

七
、
本
会
は
目
的
を
達
成
し
た
時
点
に
て
、
解
散
す
る
も
の
と
す
る
。

八
、
本
規
約
は
、
令
和
七
年
四
月
四
日
よ
り
施
行
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

霊峰石鎚山
先進の会符を受けましょう!
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そ
の
後
、
御
神
像
は
、
本
殿
に
還

御
、
御
神
像
拝
戴
が
な
さ
れ
、
二
回

目
の
お
餅
撤
き
が
本
殿
向
拝
よ
り
執

り
行
わ
れ
、
福
木
も
そ
の
時
に
併
せ

て
撒
か
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
お
餅
は

徳
島
県　

東
予
崇
敬
組
合
徳
島
支
部

支
部
長　

武
田　

喜
善　

名
誉
部
長

愛
媛
県　

原
井
川　

平

　

神
鏡
笏　

元
老
大
顧
間

そ
し
て
玉
串
を
奉
り
拝
礼
し
、
今

日
の
日
を
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と

共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
事
を
祈

願
し
て
厳
粛
に
祭
典
を
終
了
致
し

ま
し
た
。

　

祭
典
後
、
神
御
衣
が

山
口
県　

吉
見
教
会

愛
媛
県　

上
浮
穴
郡
教
会

福
岡
県　

香
春
教
会

引
き
続
き
辞
令
が

有
功　

神
鏡
笏　

村
上  

博
章  

様

備
後
崇
敬
組
合　

西
原  
喜
久  

様

宮
司
推
薦
総
代　

伊
藤  
一
成  

様

神
輿
が
御
旅
所
に
着
御
す
る
と
、

お
旅
所
祭
が
執
り
行
わ
れ
、

巫
女
に
よ
る
豊
栄
の
舞
や
西
田
獅

子
舞
保
存
会
の
獅
子
舞
、
敬
神
婦

人
会
の
「
手
踊
り
」
と
作
詞
作
曲

故
新
井
満
氏
、
秋
川
雅
史
氏
が

歌
っ
て
い
る
「
石
鎚
山
」
が
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
タ
オ
ル
は

愛
媛
県　

今
治
越
智
崇
敬
組
合

よ
り
ご
奉
納
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

福
木
投
げ
の
当
選
者

特
賞
一
等　

２
４
型

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
テ
レ
ビ

　

高
知
市　

久
保　

穂
多
瑠　

様

特
賞
二
等　

サ
イ
ク
ロ
ンクリ

ー
ナ
ー

　

四
万
十
市　

森
田　

茂　

様

特
賞
三
等　

超
軽
量
高
圧
洗
浄
機

　

須
崎
市　

谷
岡　

美
喜　

様

特
賞
四
等　

壁
掛
け
扇
風
機

　

西
条
市　

星
加　

野
乃　

様

特
賞
五
等　

電
気
圧
力
鍋

　

福
岡
市　

佐
伯　

は
る
か　

様

特
賞
六
等　

音
波
振
動
歯
ブ
ラ
シ

　

西
条
市　

伊
藤　

令
子　

様

特
賞
七
等　

高
感
度

Ｆ
Ｍ
／
Ａ
Ｍ
ラ
ジ
オ

　

新
居
浜
市　

伊
藤　

瑠
莉　

様

　

境
内
で
は
、
石
鎚
敬
神
婦
人
会

の
お
茶
席
の
お
接
待
が
、
本
殿
前

休
憩
所
に
て
行
わ
れ
、
ご
参
拝
の

皆
様
も
憩
い
の
一
時
を
過
ご
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
大
祭
で
各
方
面
に
て
ご
奉
仕
、

ご
奉
納
を
賜
り
ま
し
た
豊
友
会
、

敬
神
婦
人
会
、
信
徒
の
皆
様
方
に

は
何
か
と
お
忙
し
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
誠
心
か
ら
の
ご
奉
仕

を
い
た
だ
き
、
無
事
盛
大
に
春

季
例
大
祭
を
斎
行
出
来
ま
し
た

こ
と
を
こ
の
場
を
お
借
り
致
し

ま
し
て
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
、

信
徒
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
し
、

ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

　

記　

事
務
員　

野
村　

綾
奈

四
月
五
日

　

石
鎚
神
社
春
季
例
大
祭
さ
く
ら
祭

四
月
五
日

　

石
鎚
神
社
春
季
例
大
祭
さ
く
ら
祭

　

祭
典
は
「
石
鎚
立
螺
之
会
」
の
皆

様
の
勇
ま
し
い
立
螺
に
始
ま
り
、
神

御
衣
献
上
撤
下
、
初
穂
献
上
が
奉
ら

れ
、
武
智
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
し
、

日
々
の
ご
神
恩
に
感
謝
す
る
と
共
に

五
穀
豊
穣
と
国
家
の
安
泰
、
世
界
人

類
の
福
祉
と
平
和
を
祈
願
し
ま
し
た
。

続
い
て
巫
女
が
浦
安
の
舞
を
奉
納
。

ま
た
喜
多
浦
八
幡
太
鼓
に
よ
る
天
狗

太
鼓
を
奉
納
頂
き
ま
し
た
。
喜
多
浦

八
幡
太
鼓
は
、
睦
美
教
会
長
田
窪
一

善
銀
笏
元
老
大
顧
問
の
お
世
話
に
よ

り
ご
奉
納
頂
き
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

導
不
動
院
進
拝
所宮

井  

キ
ヌ
コ  

様

に
、
そ
れ
ぞ
れ
下
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
と
し
て

西
条
市
議
会
議
員　

武
田  

功  

様

よ
り
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

祭
典
後
、
神
輿
に
ご
神
像
を

お
遷
し
し
て
神
輿
渡
御
が
行
わ

れ
、
こ
ど
も
樽
神
輿
や
敬
神
婦

人
会
の
花
神
輿
、
お
稚
児
行
列

も
賑
や
か
に
社
務
所
前
へ
到
着

し
、
一
回
目
の
お
餅
撤
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
四
月
五
日
（
土
）
桜
花
爛

漫
の
中
、
石
鎚
神
社
口
之
宮
本
社

御
本
殿
に
て
、
春
季
例
大
祭
・
さ

く
ら
祭
り
が
盛
大
に
斎
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
全
国
各
地
よ
り
多
数

の
石
鎚
信
徒
を
始
め
、
御
来
賓
に

神
社
界
政
界
各
界
よ
り
の
ご
参
拝

を
賜
り
、
午
前
十
時
よ
り
祭
典
を

斎
行
。
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そ
の
後
、
御
神
像
は
、
本
殿
に
還

御
、
御
神
像
拝
戴
が
な
さ
れ
、
二
回

目
の
お
餅
撤
き
が
本
殿
向
拝
よ
り
執

り
行
わ
れ
、
福
木
も
そ
の
時
に
併
せ

て
撒
か
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
お
餅
は

徳
島
県　

東
予
崇
敬
組
合
徳
島
支
部

支
部
長　

武
田　

喜
善　

名
誉
部
長

愛
媛
県　

原
井
川　

平

　

神
鏡
笏　

元
老
大
顧
間

そ
し
て
玉
串
を
奉
り
拝
礼
し
、
今

日
の
日
を
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と

共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
事
を
祈

願
し
て
厳
粛
に
祭
典
を
終
了
致
し

ま
し
た
。

　

祭
典
後
、
神
御
衣
が

山
口
県　

吉
見
教
会

愛
媛
県　

上
浮
穴
郡
教
会

福
岡
県　

香
春
教
会

引
き
続
き
辞
令
が

有
功　

神
鏡
笏　

村
上  

博
章  

様

備
後
崇
敬
組
合　

西
原  

喜
久  

様

宮
司
推
薦
総
代　

伊
藤  

一
成  

様

神
輿
が
御
旅
所
に
着
御
す
る
と
、

お
旅
所
祭
が
執
り
行
わ
れ
、

巫
女
に
よ
る
豊
栄
の
舞
や
西
田
獅

子
舞
保
存
会
の
獅
子
舞
、
敬
神
婦

人
会
の
「
手
踊
り
」
と
作
詞
作
曲

故
新
井
満
氏
、
秋
川
雅
史
氏
が

歌
っ
て
い
る
「
石
鎚
山
」
が
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
タ
オ
ル
は

愛
媛
県　

今
治
越
智
崇
敬
組
合

よ
り
ご
奉
納
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

福
木
投
げ
の
当
選
者

特
賞
一
等　

２
４
型

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
テ
レ
ビ

　

高
知
市　

久
保　

穂
多
瑠　

様

特
賞
二
等　

サ
イ
ク
ロ
ンクリ

ー
ナ
ー

　

四
万
十
市　

森
田　

茂　

様

特
賞
三
等　

超
軽
量
高
圧
洗
浄
機

　

須
崎
市　

谷
岡　

美
喜　

様

特
賞
四
等　

壁
掛
け
扇
風
機

　

西
条
市　

星
加　

野
乃　

様

特
賞
五
等　

電
気
圧
力
鍋

　

福
岡
市　

佐
伯　

は
る
か　

様

特
賞
六
等　

音
波
振
動
歯
ブ
ラ
シ

　

西
条
市　

伊
藤　

令
子　

様

特
賞
七
等　

高
感
度

Ｆ
Ｍ
／
Ａ
Ｍ
ラ
ジ
オ

　

新
居
浜
市　

伊
藤　

瑠
莉　

様

　

境
内
で
は
、
石
鎚
敬
神
婦
人
会

の
お
茶
席
の
お
接
待
が
、
本
殿
前

休
憩
所
に
て
行
わ
れ
、
ご
参
拝
の

皆
様
も
憩
い
の
一
時
を
過
ご
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
大
祭
で
各
方
面
に
て
ご
奉
仕
、

ご
奉
納
を
賜
り
ま
し
た
豊
友
会
、

敬
神
婦
人
会
、
信
徒
の
皆
様
方
に

は
何
か
と
お
忙
し
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
誠
心
か
ら
の
ご
奉
仕

を
い
た
だ
き
、
無
事
盛
大
に
春

季
例
大
祭
を
斎
行
出
来
ま
し
た

こ
と
を
こ
の
場
を
お
借
り
致
し

ま
し
て
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
、

信
徒
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
し
、

ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

　

記　

事
務
員　

野
村　

綾
奈

四
月
五
日

　

石
鎚
神
社
春
季
例
大
祭
さ
く
ら
祭

四
月
五
日

　

石
鎚
神
社
春
季
例
大
祭
さ
く
ら
祭

　

祭
典
は
「
石
鎚
立
螺
之
会
」
の
皆

様
の
勇
ま
し
い
立
螺
に
始
ま
り
、
神

御
衣
献
上
撤
下
、
初
穂
献
上
が
奉
ら

れ
、
武
智
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
し
、

日
々
の
ご
神
恩
に
感
謝
す
る
と
共
に

五
穀
豊
穣
と
国
家
の
安
泰
、
世
界
人

類
の
福
祉
と
平
和
を
祈
願
し
ま
し
た
。

続
い
て
巫
女
が
浦
安
の
舞
を
奉
納
。

ま
た
喜
多
浦
八
幡
太
鼓
に
よ
る
天
狗

太
鼓
を
奉
納
頂
き
ま
し
た
。
喜
多
浦

八
幡
太
鼓
は
、
睦
美
教
会
長
田
窪
一

善
銀
笏
元
老
大
顧
問
の
お
世
話
に
よ

り
ご
奉
納
頂
き
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

導
不
動
院
進
拝
所宮

井  

キ
ヌ
コ  

様

に
、
そ
れ
ぞ
れ
下
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
と
し
て

西
条
市
議
会
議
員　

武
田  

功  

様

よ
り
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

祭
典
後
、
神
輿
に
ご
神
像
を

お
遷
し
し
て
神
輿
渡
御
が
行
わ

れ
、
こ
ど
も
樽
神
輿
や
敬
神
婦

人
会
の
花
神
輿
、
お
稚
児
行
列

も
賑
や
か
に
社
務
所
前
へ
到
着

し
、
一
回
目
の
お
餅
撤
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
四
月
五
日
（
土
）
桜
花
爛

漫
の
中
、
石
鎚
神
社
口
之
宮
本
社

御
本
殿
に
て
、
春
季
例
大
祭
・
さ

く
ら
祭
り
が
盛
大
に
斎
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
全
国
各
地
よ
り
多
数

の
石
鎚
信
徒
を
始
め
、
御
来
賓
に

神
社
界
政
界
各
界
よ
り
の
ご
参
拝

を
賜
り
、
午
前
十
時
よ
り
祭
典
を

斎
行
。
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四
月
五
日

石
鎚
神
社
春
季
例
大
祭

　

五
万
円
以
上
ご
奉
納
い
た
だ
き

　

ま
し
た
皆
様

《
本　

社
》

◎
四
拾
二
万
円
以
上

　
　

福
岡
神
和
教
会　

佐
伯　

良
子

◎
参
拾
六
万
円
以
上

　
　

大
阪
教
会　
　
　

湊　

喜
美
子

◎
弐
拾
万
円
以
上

　
　

導
不
動
院
遙
拝
所　

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
井
キ
ヌ
コ

　
　

大
打
山
遙
拝
所　

石
﨑　

昌
司

◎
壱
拾
五
万
円
以
上

　
　

香
春
教
会　
　
　

川
津　

守
秀

　
　

吉
見
教
会　
　
　

加
藤　

法
泰

◎
壱
拾
万
円
以
上

　
　

睦
美
教
会　
　
　

田
窪　

一
善

　
　

大
分
石
鎚
教
会　

江
藤　

秀
人

　
　

吉
田
教
会　
　
　

越
智　

汀
祐

　
　

霊
威
教
会　
　
　

中
西　

幸
男

　
　

葉
山
教
会　
　
　

岡
村　

信
一

　
　

和
食
教
会　
　
　

安
岡
桂
一
郎

　
　

神
明
遥
拝
所　
　

大
西
サ
カ
ヱ

　
　

東
雲
講
社　
　
　

黒
田　

明
子

　
　

㈱
浦
松
興
産　
　

浦
松　

大
八

　
　

大
分
市　
　
　
　

中
西　

幸
男

　
　

宇
和
島
市　
　
　

入
江　

伸
明

◎
七
万
円
以
上

　
　

福
山
市　
　
　
　

赤
坂
教
会

◎
六
万
円
以
上

　
　

富
海
教
会　
　
　

松
岡　

英
二

◎
五
万
円
以
上

　
　

山
南
嘉
和
教
会　

岡
本　

嘉
孝

　
　

佐
川
教
会

　
　

佐
川
教
会　
　
　

片
岡　

抄
織

　
　

門
司
教
会　
　
　

加
藤　

保
彦

　
　

愛
知
逢
拝
所　
　

澁
谷
恵
美
子

　
　

西
条
市　
　
　
　

十
亀　

興
美

　
　

み
や
こ
郡　
　
　

白
石　

順
子

　
　

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

和
豊

　
　

別
府
市　
　
　
　

浦
松　
　

傳

　
　

習
志
野
市　
　
　

木
村　

篤
子

　
　

喜
多
浦
八
幡
太
鼓
育
悠
会

　
　

西
条
市　
　

松
本
幸
子
・
至
弘

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

五
千
円
以
上
の
お
初
穂
奉
納
者
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
社
手
水
舎
前
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

- ８ -

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

令
和　

六
年
十
二
月　

一
日
か
ら

令
和　

七
年　

四
月　

十
日
ま
で

　

※　

五
万
円
以
上
奉
納
者

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◆
高
知
崇
敬
組
合
◆

参
拾
万
円

　
　

高
岡
郡　
　
　

佐
川
教
会

◆
東
予
崇
敬
組
合
◆

五
万
円
以
上

　
　

名
古
屋
市　
　

浅
井
一
登
至

◆
安
芸
崇
敬
組
合
◆

五
万
円
以
上

　
　

西
山
講　
　
　

寺
西
穂
菜
美

　

真
心
の
ご
浄
財
を
賜
り
ま
し
た

皆
様
に
は
、
ご
奉
賛
心
よ
り
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
奉
賛
会
は
今
後
も
継
続
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

担
当　

大
岡
・
岩
本

令
和
七
年
二
月
一
日
か
ら

四
月
十
日
ま
で

　

五
万
円
以
上
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま

　

し
た
皆
様

《
本　

社
》

◎
壱
百
萬
円
以
上福

岡
神
和
教
会
一
同

◎
壱
拾
万
円
以
上

大
分
石
鎚
教
会　

江
藤　

秀
人

◎
五
万
円
以
上

香
野　

幸
子

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ま
た
、
本
社
で
の
五
千
円
以
上
の
お

初
穂
奉
納
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

社
本
殿
前
掲
示
板
に
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

本
社
境
内
へ
提
灯
献
灯
の
ご
奉
賛

を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
で
す
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

愛
媛
県
新
居
浜
市　

鈴
木　

一　

賢

八
重
子

広
島
県
呉
市

　

有
限
会
社　

信
用
地
建村

石　

雅
昭

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

提
灯
ご
奉
賛
者

　
　
　
　

ご
芳
名

提
灯
ご
奉
賛
者

　
　
　
　

ご
芳
名

頂
上
社
護
持
奉
賛
会

寄
付
者　

芳
名
簿

頂
上
社
護
持
奉
賛
会

寄
付
者　

芳
名
簿

祖
霊
殿
幕

奉　

納

令
和
七
年
二
月
二
十
二
日

　

福
岡
神
和
教
会　

佐
伯　

良
子

綜
合
摂
末
社
幕

奉　

納

令
和
七
年
三
月
吉
日

　

船
橋
市　

榊
原　

茂
彦
・
誠
子

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

ご
奉
納
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 御

幕
奉
納

御
幕
奉
納

御
幕
奉
納

石
鎚
神
社
本
社　

春
の
御
大
祭

東
予
崇
敬
組
合　

徳
島
支
部

支
部
長　

武
田
喜
善　

名
誉
部
長

　

去
る
四
月
五
日
、
石
鎚
神
社
本
社

の
春
の
御
大
祭「
さ
く
ら
祭
」に
、
東

予
崇
敬
組
合
徳
島
県
支
都
の
皆
さ
ま

が
、投
げ
餅
を
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
鎚
大
神
様
へ
の
献
上
の
思
い
を

込
め
、
丹
念
に
一
つ
ず
つ
作
り
上
げ

て
の
ご
奉
納
で
す
。

　

皆
様
の
笑
顔
の
ご
奉
仕
に
、
大
神

様
も
お
喜
び
、
大
祭
当
日
は
実
に
盛

大
な
餅
投
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　

深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
、
ご
奉
仕

の
皆
さ
ま
の
ご
紹
介
と
致
し
ま
す
。

権
宮
司　

十
亀　

博
行

　
　

ご
奉
仕
・
ご
奉
納
者

武
田　

喜
善　

・　

武
田
み
ど
り

藤
本　

敏
男　

・　

藤
本　

園
枝

平
岡　

明　
　

・　

平
岡　

武
子

森
岡　

政
和　

・　

森
岡
百
合
香

石
田　

修　
　

・　

河
合　

純
子

梶
浦　

和
恵　

・　

佐
藤　

幸
子

住
友　

敬
子　

・　

佐
藤
か
つ
子

藤
本　

幹
世　

・　

藤
本　

悠
織

丸
岡　

大
輔　

・　

星
川　

弘
明

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

投
げ
餅
ご
奉
納

投
げ
餅 

ご
奉
納

投
げ
餅
ご
奉
納
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四
月
五
日

石
鎚
神
社
春
季
例
大
祭

　

五
万
円
以
上
ご
奉
納
い
た
だ
き

　

ま
し
た
皆
様

《
本　

社
》

◎
四
拾
二
万
円
以
上

　
　

福
岡
神
和
教
会　

佐
伯　

良
子

◎
参
拾
六
万
円
以
上

　
　

大
阪
教
会　
　
　

湊　

喜
美
子

◎
弐
拾
万
円
以
上

　
　

導
不
動
院
遙
拝
所　

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
井
キ
ヌ
コ

　
　

大
打
山
遙
拝
所　

石
﨑　

昌
司

◎
壱
拾
五
万
円
以
上

　
　

香
春
教
会　
　
　

川
津　

守
秀

　
　

吉
見
教
会　
　
　

加
藤　

法
泰

◎
壱
拾
万
円
以
上

　
　

睦
美
教
会　
　
　

田
窪　

一
善

　
　

大
分
石
鎚
教
会　

江
藤　

秀
人

　
　

吉
田
教
会　
　
　

越
智　

汀
祐

　
　

霊
威
教
会　
　
　

中
西　

幸
男

　
　

葉
山
教
会　
　
　

岡
村　

信
一

　
　

和
食
教
会　
　
　

安
岡
桂
一
郎

　
　

神
明
遥
拝
所　
　

大
西
サ
カ
ヱ

　
　

東
雲
講
社　
　
　

黒
田　

明
子

　
　

㈱
浦
松
興
産　
　

浦
松　

大
八

　
　

大
分
市　
　
　
　

中
西　

幸
男

　
　

宇
和
島
市　
　
　

入
江　

伸
明

◎
七
万
円
以
上

　
　

福
山
市　
　
　
　

赤
坂
教
会

◎
六
万
円
以
上

　
　

富
海
教
会　
　
　

松
岡　

英
二

◎
五
万
円
以
上

　
　

山
南
嘉
和
教
会　

岡
本　

嘉
孝

　
　

佐
川
教
会

　
　

佐
川
教
会　
　
　

片
岡　

抄
織

　
　

門
司
教
会　
　
　

加
藤　

保
彦

　
　

愛
知
逢
拝
所　
　

澁
谷
恵
美
子

　
　

西
条
市　
　
　
　

十
亀　

興
美

　
　

み
や
こ
郡　
　
　

白
石　

順
子

　
　

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

和
豊

　
　

別
府
市　
　
　
　

浦
松　
　

傳

　
　

習
志
野
市　
　
　

木
村　

篤
子

　
　

喜
多
浦
八
幡
太
鼓
育
悠
会

　
　

西
条
市　
　

松
本
幸
子
・
至
弘

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

五
千
円
以
上
の
お
初
穂
奉
納
者
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
社
手
水
舎
前
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

- ８ -

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

令
和　

六
年
十
二
月　

一
日
か
ら

令
和　

七
年　

四
月　

十
日
ま
で

　

※　

五
万
円
以
上
奉
納
者

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◆
高
知
崇
敬
組
合
◆

参
拾
万
円

　
　

高
岡
郡　
　
　

佐
川
教
会

◆
東
予
崇
敬
組
合
◆

五
万
円
以
上

　
　

名
古
屋
市　
　

浅
井
一
登
至

◆
安
芸
崇
敬
組
合
◆

五
万
円
以
上

　
　

西
山
講　
　
　

寺
西
穂
菜
美

　

真
心
の
ご
浄
財
を
賜
り
ま
し
た

皆
様
に
は
、
ご
奉
賛
心
よ
り
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
奉
賛
会
は
今
後
も
継
続
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

担
当　

大
岡
・
岩
本

令
和
七
年
二
月
一
日
か
ら

四
月
十
日
ま
で

　

五
万
円
以
上
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま

　

し
た
皆
様

《
本　

社
》

◎
壱
百
萬
円
以
上福

岡
神
和
教
会
一
同

◎
壱
拾
万
円
以
上

大
分
石
鎚
教
会　

江
藤　

秀
人

◎
五
万
円
以
上

香
野　

幸
子

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ま
た
、
本
社
で
の
五
千
円
以
上
の
お

初
穂
奉
納
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

社
本
殿
前
掲
示
板
に
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

本
社
境
内
へ
提
灯
献
灯
の
ご
奉
賛

を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
で
す
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

愛
媛
県
新
居
浜
市　

鈴
木　

一　

賢

八
重
子

広
島
県
呉
市

　

有
限
会
社　

信
用
地
建村

石　

雅
昭

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

提
灯
ご
奉
賛
者

　
　
　
　

ご
芳
名

提
灯
ご
奉
賛
者

　
　
　
　

ご
芳
名

頂
上
社
護
持
奉
賛
会

寄
付
者　

芳
名
簿

頂
上
社
護
持
奉
賛
会

寄
付
者　

芳
名
簿

祖
霊
殿
幕

奉　

納

令
和
七
年
二
月
二
十
二
日

　

福
岡
神
和
教
会　

佐
伯　

良
子

綜
合
摂
末
社
幕

奉　

納

令
和
七
年
三
月
吉
日

　

船
橋
市　

榊
原　

茂
彦
・
誠
子

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

ご
奉
納
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 御

幕
奉
納

御
幕
奉
納

御
幕
奉
納

石
鎚
神
社
本
社　

春
の
御
大
祭

東
予
崇
敬
組
合　

徳
島
支
部

支
部
長　

武
田
喜
善　

名
誉
部
長

　

去
る
四
月
五
日
、
石
鎚
神
社
本
社

の
春
の
御
大
祭「
さ
く
ら
祭
」に
、
東

予
崇
敬
組
合
徳
島
県
支
都
の
皆
さ
ま

が
、投
げ
餅
を
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
鎚
大
神
様
へ
の
献
上
の
思
い
を

込
め
、
丹
念
に
一
つ
ず
つ
作
り
上
げ

て
の
ご
奉
納
で
す
。

　

皆
様
の
笑
顔
の
ご
奉
仕
に
、
大
神

様
も
お
喜
び
、
大
祭
当
日
は
実
に
盛

大
な
餅
投
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　

深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
、
ご
奉
仕

の
皆
さ
ま
の
ご
紹
介
と
致
し
ま
す
。

権
宮
司　

十
亀　

博
行

　
　

ご
奉
仕
・
ご
奉
納
者

武
田　

喜
善　

・　

武
田
み
ど
り

藤
本　

敏
男　

・　

藤
本　

園
枝

平
岡　

明　
　

・　

平
岡　

武
子

森
岡　

政
和　

・　

森
岡
百
合
香

石
田　

修　
　

・　

河
合　

純
子

梶
浦　

和
恵　

・　

佐
藤　

幸
子

住
友　

敬
子　

・　

佐
藤
か
つ
子

藤
本　

幹
世　

・　

藤
本　

悠
織

丸
岡　

大
輔　

・　

星
川　

弘
明

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

投
げ
餅
ご
奉
納

投
げ
餅 

ご
奉
納

投
げ
餅
ご
奉
納

左
記
載
日
程
に
て
第
五
十
八
回

石
鎚
青
少
年
錬
成
会
の
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
七
年
八
月
二
日
～

八
月
五
日
（
三
泊
四
日
）

集
合
場
所
　
石
鎚
神
社
本
社

定
員
　
　
　
二
〇
名
（
予
定
）

参
加
対
象
　
小
学
四
年
生
～
中

　
　
　
　
　
学
生
・
高
校
生
・

　
　
　
　
　
大
学
生
及
び
社
会
人

第
五
十
八
回

石
鎚
青
少
年

　
錬
成
会
の

　
　
お
知
ら
せ

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
参
加
費
な
ど

は
六
月
に
発
表
予
定
で
す
。

※
参
加
を
ご
希
望
も
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
は
石
鎚
神
社
本
社

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
六
月

ご
ろ
に
申
し
込
み
要
項
・
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

※
な
お
、
参
加
申
し
込
み
は
六

月
か
ら
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

第775号 （二ヶ月一回一日発行） 令和７年５月１日石　鎚　社　報
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四
月
六
日

　

祖
霊
殿 

春
季
例
大
祭
・
合
祀
祭
斎
行

四
月
六
日

祖
霊
殿
春
季
例
大
祭
・
合
祀
祭
斎
行

令
和
七
年　

四
月
六
日

　
　
　
祖
霊
殿
合
祀
祭
神
名

令
和
七
年　

四
月
六
日

　
　
　
祖
霊
殿
合
祀
祭
神
名

　

境
内
に
あ
る
祖
霊
殿
。
石
鎚
山
開

山
の
祖
・
役
小
角
を
は
じ
め
社
司
・

宮
司
、
霊
峰
石
鎚
の
為
に
お
力
添
え

を
戴
き
ま
し
た
先
達
・
教
師
に
し
て

帰
天
さ
れ
ま
し
た
方
々
を
お
祀
り
し

て
お
り
、
毎
年
四
月
・
十
月
の
六
日
、

午
前
十
時
よ
り
例
大
祭
並
び
に
合
祀

祭
を
斎
行
し
て
い
ま
す
。

　

春
季
例
大
祭
は
桜
花
爛
漫
の
中
、

関
係
御
遺
族
・
神
社
役
員
の
ご
参
列

を
戴
き
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
祀
さ
れ
ま
し
た
御
霊
の
在
り
し

日
の
面
影
を
偲
び
、
思
い
出
の
数
々

を
顧
み
る
中
に
凛
と
し
た
お
姿
、
ま

た
皆
を
導
く
大
き
な
背
中
、
優
し
い

お
顔
を
思
い
出
し
な
が
ら
御
霊
安
か

れ
と
祈
念
致
し
ま
し
た
。
先
達
・
教

師
の
皆
様
が
築
か
れ
ま
し
た
篤
き
志

を
、
ま
た
優
し
き
御
心
を
継
が
れ
ま

す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
合
祀
さ
れ
ま
し
た
新
祭
神

を
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

御
案
内

御
遺
族
様
に
は
該
当
の
命
日
月
（
毎

月
十
五
日
、
月
次
祭
終
了
後
・
案
内

は
月
を
先
取
り
し
て
い
ま
す
）
に
命

日
祭
の
御
案
内
を
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
住
所
変
更
あ
り
ま
す
方
は
ご
一

報
願
い
ま
す
。

※
祖
霊
殿
春
・
秋
例
大
祭
の
ご
案
内

は
新
祭
神
（
合
祀
該
当
者
）
と
過
去

三
年
以
内
に
合
祀
さ
れ
た
御
遺
族
の

方
へ
案
内
を
差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

以
外
の
御
遺
族
様
も
、
是
非
と
も
御

参
列
戴
き
、
御
霊
和
め
の
祭
典
を
共

に
御
奉
仕
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

春
秋
大
祭
・
命
日
祭
へ
の
数
多
く

の
御
参
列
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
先
達
会
符
の
名
義
変
更
な
ど
お
済

み
で
な
い
御
遺
族
様
、
ま
た
ご
不
明

な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
遠
慮
無
く

神
社
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

元
老
大
顧
問

有
功　

神
鏡
笏

中
教
正

　

猪
俣　
　

昇　

大
人
命

元
老
大
顧
問

少
教
正

　

山
崎　

綾
子　

刀
自
命

元
老
大
顧
問

訓
導

　

田
中　

國
明　

大
人
命

元
老

　

岡　
　
　

誉　

大
入
命

取
締

　

青
木　

邦
子　

刀
自
命

副
取
締

　

門
田　
　

正　

大
入
命（

順
不
同
）

　
「
祈
り
、
命
蘇
る
」霊
峰
石
鎚
山
の

お
山
開
き
大
祭
が
目
前
に
迫
っ
て

参
り
ま
し
た
。

　

頂
上
社
で
は
頂
上
社
専
用
の
御

神
酒
（
一
升
紙
パ
ッ
ク
）
の
ご
奉
納

を
募
っ
て
お
り
ま
す
。

初
穂
料　

金
一
〇
、〇
〇
〇
円

　

ご
希
望
の
方
は
下
記
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
登
拝
日
・
郵

送
先
を
ご
記
入
の
上
、
本
社
へ

F
A
X
も
し
く
は
郵
送
に
て
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

　

大
祭
後
、
お
下
が
り
を
発
送
い
た

し
ま
す
。準
備
の
都
合
上
、
締
切
は

六
月
二
十
日
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

奉
納
者
の
ご
芳
名
を
頂
上
山
荘

内
に
掲
示
致
し
ま
す
の
で
、
取
り
ま

と
め
て
お
申
し
込
み
の
方
は
、
奉
納

者
全
員
分
の
名
簿
を
お
知
ら
せ
下

さ
い
。尚
、
お
下
が
り
の
発
送
先
も

忘
れ
ず
ご
記
入
下
さ
い
。

　

お
山
開
き
大
祭
中
、
頂
上
へ
ご
登

拝
さ
れ
ま
す
方
は
、
登
拝
日
も
ご
記

入
下
さ
い
。

※
毎
年
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
方
へ

は
例
年
通
り
ご
案
内
を
発
送
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を

ご
活
用
下
さ
い
。

申
込
先

〒
七
九
三

－

八
五
五
五

愛
媛
県
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

石
鎚
神
社
頂
上
社
御
神
酒
奉
納

　
　

担
当　

権
禰
宜　

勝
本
貴
大

℡
〇
八
九
七

－

五
五

－

四
〇
四
四

℻
〇
八
九
七

－

五
五

－

七
二
四
二

お
山
開
き
大
祭　

頂
上
社

「
祈
り
、
命
蘇
る 開開開開

おおおおおおおおおおおお
山山山山山山山山山山山山山山山山山
開開

おおおおおおおおおおおおお
山山山山山山山
開開

お
山
開
き
大
祭　

頂
上
社

御
神
酒
奉
納
の
ご
案
内

る
」霊
峰
石
鎚
山
の

が
目
前
に
迫
っ
て

お
山
開
き
大
祭
中
、
頂
上
へ
ご
登

拝
さ
れ
ま
す
方
は
、
登
拝
日
も
ご
記

る
」霊
峰
石
鎚
山
の

お
山
開
き
大
祭
中
、
頂

頂頂頂頂
上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上
社社社社社社社社社社社社

頂頂
上上上上上上
社社社社社社

頂
上上上上上上上上上上上上上
頂
上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上
社社社社社社社社社社

祭祭祭祭祭祭祭祭

頂頂頂頂頂頂

祭祭祭祭祭祭

頂頂頂頂頂頂頂

祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭

頂頂頂頂頂頂頂頂頂頂頂頂

開開開開
きききききききききききき
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大

開
き
大大大大大大大大

開
ききききききき
開
ききききききききき
大大大大大大大大大大大大大大大大大
き
大大大大大大大大大大大

案
内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
案案
内内内
案
内内内内内内
案案案案
内内内内内内
案案案案案
内

御
神
酒
奉
納
の
ごごごごごごごごごご
案
ごごごごごごごごごごごご
案案案案案案案案案
ごごごごごごごごごごご
案
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
案案案案案案案
ごごごごごご
案案

奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉
納納納納納納納
ののののののののののののの

奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉
納納納納納
ののののののの

奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉
納納納納納納納納納納納納
のののののののの

奉
納納納納納
ののののの

御御御御御御
神神神神神神神
酒酒酒酒酒酒
奉奉奉奉奉奉奉

御御
神神神神神神
酒酒酒酒
奉

御御御御御御御御御御御御
神神神神神神神神神神神
酒酒酒
奉奉奉奉奉

御
神神神神神神神神
酒酒酒酒
奉

御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御
神
酒
奉
納
の
ご
案
内

お山開き大祭　頂上社　御神酒奉納　申込書 令和　　年　　月　　日

1件（1人）に付き10,000円　　　◎送金方法　①郵便振替　②銀行送金　③現金書留

〒

代表者 氏名 住所

御神酒奉納者名簿

〒

〒

〒

初穂料合計一金　　　　　　　円也

電話番号

電話番号

登拝日

郵送先
（○をお付け下さい）

直送 ・ 代表者へ

直送 ・ 代表者へ

郵送先
（○をお付け下さい）

郵送先
（○をお付け下さい）

登拝日

登拝日

電話番号

氏名

住所

氏名

住所

氏名

住所 直送 ・ 代表者へ
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四
月
六
日

　

祖
霊
殿 

春
季
例
大
祭
・
合
祀
祭
斎
行

四
月
六
日

祖
霊
殿
春
季
例
大
祭
・
合
祀
祭
斎
行

令
和
七
年　

四
月
六
日

　
　
　
祖
霊
殿
合
祀
祭
神
名

令
和
七
年　

四
月
六
日

　
　
　
祖
霊
殿
合
祀
祭
神
名

　

境
内
に
あ
る
祖
霊
殿
。
石
鎚
山
開

山
の
祖
・
役
小
角
を
は
じ
め
社
司
・

宮
司
、
霊
峰
石
鎚
の
為
に
お
力
添
え

を
戴
き
ま
し
た
先
達
・
教
師
に
し
て

帰
天
さ
れ
ま
し
た
方
々
を
お
祀
り
し

て
お
り
、
毎
年
四
月
・
十
月
の
六
日
、

午
前
十
時
よ
り
例
大
祭
並
び
に
合
祀

祭
を
斎
行
し
て
い
ま
す
。

　

春
季
例
大
祭
は
桜
花
爛
漫
の
中
、

関
係
御
遺
族
・
神
社
役
員
の
ご
参
列

を
戴
き
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
祀
さ
れ
ま
し
た
御
霊
の
在
り
し

日
の
面
影
を
偲
び
、
思
い
出
の
数
々

を
顧
み
る
中
に
凛
と
し
た
お
姿
、
ま

た
皆
を
導
く
大
き
な
背
中
、
優
し
い

お
顔
を
思
い
出
し
な
が
ら
御
霊
安
か

れ
と
祈
念
致
し
ま
し
た
。
先
達
・
教

師
の
皆
様
が
築
か
れ
ま
し
た
篤
き
志

を
、
ま
た
優
し
き
御
心
を
継
が
れ
ま

す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
合
祀
さ
れ
ま
し
た
新
祭
神

を
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

御
案
内

御
遺
族
様
に
は
該
当
の
命
日
月
（
毎

月
十
五
日
、
月
次
祭
終
了
後
・
案
内

は
月
を
先
取
り
し
て
い
ま
す
）
に
命

日
祭
の
御
案
内
を
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
住
所
変
更
あ
り
ま
す
方
は
ご
一

報
願
い
ま
す
。

※
祖
霊
殿
春
・
秋
例
大
祭
の
ご
案
内

は
新
祭
神
（
合
祀
該
当
者
）
と
過
去

三
年
以
内
に
合
祀
さ
れ
た
御
遺
族
の

方
へ
案
内
を
差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

以
外
の
御
遺
族
様
も
、
是
非
と
も
御

参
列
戴
き
、
御
霊
和
め
の
祭
典
を
共

に
御
奉
仕
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

春
秋
大
祭
・
命
日
祭
へ
の
数
多
く

の
御
参
列
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
先
達
会
符
の
名
義
変
更
な
ど
お
済

み
で
な
い
御
遺
族
様
、
ま
た
ご
不
明

な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
遠
慮
無
く

神
社
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

元
老
大
顧
問

有
功　

神
鏡
笏

中
教
正

　

猪
俣　
　

昇　

大
人
命

元
老
大
顧
問

少
教
正

　

山
崎　

綾
子　

刀
自
命

元
老
大
顧
問

訓
導

　

田
中　

國
明　

大
人
命

元
老

　

岡　
　
　

誉　

大
入
命

取
締

　

青
木　

邦
子　

刀
自
命

副
取
締

　

門
田　
　

正　

大
入
命（

順
不
同
）

　
「
祈
り
、
命
蘇
る
」霊
峰
石
鎚
山
の

お
山
開
き
大
祭
が
目
前
に
迫
っ
て

参
り
ま
し
た
。

　

頂
上
社
で
は
頂
上
社
専
用
の
御

神
酒
（
一
升
紙
パ
ッ
ク
）
の
ご
奉
納

を
募
っ
て
お
り
ま
す
。

初
穂
料　

金
一
〇
、〇
〇
〇
円

　

ご
希
望
の
方
は
下
記
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
登
拝
日
・
郵

送
先
を
ご
記
入
の
上
、
本
社
へ

F
A
X
も
し
く
は
郵
送
に
て
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

　

大
祭
後
、
お
下
が
り
を
発
送
い
た

し
ま
す
。準
備
の
都
合
上
、
締
切
は

六
月
二
十
日
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

奉
納
者
の
ご
芳
名
を
頂
上
山
荘

内
に
掲
示
致
し
ま
す
の
で
、
取
り
ま

と
め
て
お
申
し
込
み
の
方
は
、
奉
納

者
全
員
分
の
名
簿
を
お
知
ら
せ
下

さ
い
。尚
、
お
下
が
り
の
発
送
先
も

忘
れ
ず
ご
記
入
下
さ
い
。

　

お
山
開
き
大
祭
中
、
頂
上
へ
ご
登

拝
さ
れ
ま
す
方
は
、
登
拝
日
も
ご
記

入
下
さ
い
。

※
毎
年
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
方
へ

は
例
年
通
り
ご
案
内
を
発
送
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を

ご
活
用
下
さ
い
。

申
込
先

〒
七
九
三

－

八
五
五
五

愛
媛
県
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

石
鎚
神
社
頂
上
社
御
神
酒
奉
納

　
　

担
当　

権
禰
宜　

勝
本
貴
大

℡
〇
八
九
七

－

五
五

－

四
〇
四
四

℻
〇
八
九
七

－

五
五

－

七
二
四
二

お
山
開
き
大
祭　

頂
上
社

「
祈
り
、
命
蘇
る 開開開開

おおおおおおおおおおおお
山山山山山山山山山山山山山山山山山
開開

おおおおおおおおおおおおお
山山山山山山山
開開

お
山
開
き
大
祭　

頂
上
社

御
神
酒
奉
納
の
ご
案
内

る
」霊
峰
石
鎚
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行
わ
れ
、
近
日
の
冷
え
込
み
で
朝

か
ら
凛
と
張
り
詰
め
た
空
気
の
中
、

岡
村
会
長
を
始
め
役
員
と
参
加
の

会
員
が
心
一
つ
に
御
神
像
拝
戴
を

奉
仕
し
、
滞
り
な
く
神
事
を
取
り

納
め
ま
し
た
。

　

会
場
を
神
社
会
館
に
移
し
、
本

部
役
員
総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

○
議
案
審
議
事
項

令
和
六
年
度
事
業
報
告

令
和
六
年
度
決
算
書

役
員
改
選
に
つ
い
て

令
和
七
年
度
事
業
計
画

（
教
化
・
研
修
・
庶
務
・
財
務
）

　

各
部
会　

事
業
計
画
報
告

令
和
七
年
度
予
算
書

そ
の
他

・
石
鎚
本
教
創
立
八
十
周
年
奉
賛

　

去
る
二
月
二
十
日
、
石
鎚
神
社

本
社
に
お
き
ま
し
て
会
員
二
十
八

名
、
本
社
よ
り
は
武
智
宮
司
を
始

め
常
務
総
代
・
氏
子
総
代
・
本
教

理
事
・
組
合
長
・
教
会
長
・
遥
拝

所
長
な
ど
十
六
名
の
役
員
の
方
々

の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
総
勢
四
十

六
名
が
参
加
の
中
、
石
鎚
敬
神
婦

人
会
本
部
役
員
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
寒
波
が
襲
来
し
底
冷
え

す
る
中
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

御
本
殿
に
お
き
ま
し
て
開
会
奉
告

祭
・
御
神
像
拝
戴
の
神
事
が
執
り

・
会
報
『
た
か
ね
』
原
稿
の
依
頼

・
春
季
例
大
祭
の
件

・
事
業
品
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
バ
ッ
グ
の

　

販
売
促
進
の
件

・
お
宮
で
文
化
祭
の
件

・『
石
鎚
魔
よ
け
猿
』
に
つ
い
て

が
審
議
さ
れ

議
案
審
議
事
項
は
そ
れ
ぞ
れ
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
役
員
改
選
の
件
で
は
、
任
期
満

了
に
つ
き
、
岡
村
会
長
・
江
藤
・

平
松
両
副
会
長
が
退
任
す
る
事
と

な
り
、
島
本
貴
代
新
会
長
・
佐
伯

京
子
・
石
﨑
美
智
子
・
難
波
江
千

春
・
城
戸
留
里
子
新
副
会
長
が
新

理
事
と
し
て
石
﨑
香
代
子
・
松
木

洋
子
・
藤
丸
美
代
が
就
任
す
る
事

が
承
認
さ
れ
た
。

○
石
鎚
本
教
創
立
八
十
周
年
の
奉

賛
と
し
て
、
一
握
り
会
計
よ
り
壱

百
万
円
を
奉
賛
す
る
事
が
承
認
さ

れ
た
。

○
記
念
事
業
「
た
か
ね
」
は
会
員

皆
さ
ん
で
作
る
会
報
で
す
。
お
か

げ
話
、
郷
土
料
理
、
料
理
の
簡
単

レ
シ
ピ
、
民
謡
、
俳
句
、
短
歌
、

家
庭
の
知
恵
袋
、
な
ぞ
な
ぞ
、
お

知
ら
せ
等
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

神
棚
の
祀
り
方
を
漫
画
チ
ッ
ク
に

掲
載
し
て
は
と
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。
四
月
の
春
季
例
大
祭
ま
で
に

記
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
原
稿
を
お

寄
せ
願
い
ま
す
。

○
恒
例
の
お
宮
で
文
化
祭
『
奉
納

い
し
づ
ち
泣
き
相
撲
』
は
、
今
年

五
月
六
日
（
火
）
の
予
定
で
す
。

○
新
規
事
業
品
『
石
鎚
魔
よ
け
猿
』

は
、
石
鎚
み
や
げ
の
伝
統
で
あ
り

ま
す
。
神
社
会
館
に
て
今
年
五
三

五
個
販
売
致
し
ま
し
た
。

　

石
鎚
山
の
伝
統
を
継
承
す
べ
く
、

多
く
の
方
に
お
求
め
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

○
本
年
第
五
十
八
回
の
石
鎚
青
少

年
錬
成
会
錬
成
会
は
八
月
二
日

（
土
）〜
五
日
（
火
）
三
泊
四
日
に
て

石
鎚
敬
神
婦
人
会
本
部
役
員
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
二
十
日
開
催

石
鎚
敬
神
婦
人
会
本
部
役
員
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
二
十
日
開
催

○
ま
た
、「
古
切
手
」
の
収
集
を
継

続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
海
外
の

子
供
た
ち
の
予
防
接
種
等
、
医
薬

品
を
購
入
す
る
資
金
と
な
り
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

切
手
に
つ
き
ま
し
て
は
周
囲
五
ミ

リ
以
上
離
し
て
、
切
り
取
っ
て
お

集
め
下
さ
い
。

発
送
は

石
鎚
神
社　

敬
神
婦
人
会　

宛

へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
会
長
を
扇
の
要
と
し

て
、
会
員
一
同
心
を
一
つ
に
敬
神

婦
人
の
輪
を
広
げ
、
頑
張
っ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

禰
宜　

大
岡
記

行
わ
れ
る
予
定
。
敬
神
婦
人
会
か

ら
も
旅
費
の
一
部
を
一
握
り
運
動

よ
り
助
成
し
て
お
り
ま
す
。

○
創
立
四
十
五
周
年
の
記
念
誌

「
石
鎚
山
の
お
か
げ
話
」
は
ご
依

頼
が
あ
れ
ば
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

○
春
・
秋
の
大
祭
に
て
花
神
輿
の

ご
奉
仕
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
多
く
の
会
員
と
共
に

盛
り
上
げ
た
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ご
参
加
を
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
お
茶
席
は
、
例
年
通
り
開

催
さ
れ
ま
す
。
多
数
の
ご
来
訪
を

お
待
ち
し
て
ま
す
。

○
会
費
は
敬
神
婦
人
会
の
活
動
資

金
で
す
。
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
婦
人
会
事
業
と
し
て
国
旗
・
会

服
・
一
筆
箋
・
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
バ
ッ
グ
・

ジ
ャ
ー
ジ
・
魔
除
け
猿
な
ど
の
販

売
を
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
会
報
「
た
か
ね
」
を
ご

覧
下
さ
い
。

岡村加代子会長島本貴代新会長
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い
し
ま

す
。

禰
宜　

大
岡
記

行
わ
れ
る
予
定
。
敬
神
婦
人
会
か

ら
も
旅
費
の
一
部
を
一
握
り
運
動

よ
り
助
成
し
て
お
り
ま
す
。

○
創
立
四
十
五
周
年
の
記
念
誌

「
石
鎚
山
の
お
か
げ
話
」
は
ご
依

頼
が
あ
れ
ば
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

○
春
・
秋
の
大
祭
に
て
花
神
輿
の

ご
奉
仕
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
多
く
の
会
員
と
共
に

盛
り
上
げ
た
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ご
参
加
を
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
お
茶
席
は
、
例
年
通
り
開

催
さ
れ
ま
す
。
多
数
の
ご
来
訪
を

お
待
ち
し
て
ま
す
。

○
会
費
は
敬
神
婦
人
会
の
活
動
資

金
で
す
。
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
婦
人
会
事
業
と
し
て
国
旗
・
会

服
・
一
筆
箋
・
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
バ
ッ
グ
・

ジ
ャ
ー
ジ
・
魔
除
け
猿
な
ど
の
販

売
を
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
会
報
「
た
か
ね
」
を
ご

覧
下
さ
い
。

岡村加代子会長島本貴代新会長

現
役
員

府
・
県

支
部

会
　

長

島
本
　
貴
代

大
阪

大
阪

新
任

副

会

長

佐
伯
　
京
子

福
岡

福
岡
神
和

新
任

石
﨑
　
美
智
子

広
島

大
打
山

新
任

難
波
江
　
千
春

愛
媛

橘

新
任

城
戸
　
留
里
子

岡
山

倉
敷
中
央

新
任

名
誉
会
長

田
窪
　
正
子

愛
媛

睦
美

湊
　
喜
美
子

大
阪

大
阪

岡
村
　
加
代
子

高
知

葉
山

新
任

常
任
顧
問

武
智
　
晴
子

愛
媛

橘

十
亀
　
悦
子

愛
媛

橘

顧
　

問

大
西
　
サ
カ
エ

愛
媛

神
明

金
尾
　
美
苗

広
島

大
心
中
津
原

松
岡
　
荘
美

愛
媛

直
轄

柳
川
　
典
子

愛
媛

神
愛

黒
田
　
明
子

愛
媛

中
予

叶
　
　
一
美

愛
媛

西
宇
和

江
藤
　
ま
す
子

大
分

大
分
石
鎚

新
任

平
松 

京
子

岡
山

倉
敷
中
央

新
任

理
　

事

中
山
　
礼
子

高
知

葉
山

山
﨑
　
英
子

大
分

大
分
石
鎚

和
田
　
絹
代

高
知

和
食

山
内
　
福
美

愛
媛

宇
和

湊
　
　
恵
子

大
阪

大
阪

肥
田
　
真
由
美

愛
媛

伊
予

藤
本
　
幹
世

徳
島

脇
町

石
﨑
　
香
代
子

広
島

大
打
山

新
任

松
木
　
洋
子

愛
媛

橘

新
任

藤
丸
　
美
代

福
岡

福
岡
神
和

新
任

監

査

難
波
江
　
加
代
子

愛
媛

橘

松
木
　
洋
子

愛
媛

橘

事
務
局
補
佐

武
智
　
后
代

愛
媛

橘

十
亀
　
利
江

愛
媛

橘
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福
岡
県
に
移
っ
た
後
も
信
仰
を

続
け
、
福
岡
の
方
々
の
心
の
拠

り
所
と
な
り
、
亡
く
な
ら
れ
た

後
を
佐
伯
良
子
先
生
が
引
き
継

が
れ
、
昭
和
六
十
年
故
武
智
昭

典
名
誉
宮
司
の
指
導
の
も
と
遙

拝
所
に
、
平
成
十
一
年
十
亀
興

美
名
誉
宮
司
の
指
導
の
も
と
教

会
に
な
り
、
教
会
長
と
信
者
さ

ん
が
心
一
つ
に
信
仰
を
続
け
四

十
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
後
は
佐
伯
良
子
教
会
長
、

佐
伯
京
子
副
会
長
の
お
二
人
が

力
を
合
わ
せ
、
親
か
ら
子
、
子

か
ら
孫
へ
と
信
仰
が
引
き
継
が

れ
る
こ
と
、
ご
参
列
頂
き
ま
し

た
皆
様
の
今
後
の
ご
健
康
、
ご

多
幸
を
心
よ
り
祈
念
さ
せ
て
頂

き
ご
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

記　

権
禰
宜　

曽
我
部
洋
輔

　

福
岡
神
和
教
会
は
、
佐
伯
良
子

教
会
長
の
慈
母
、
佐
伯
タ
カ
ヱ
命

が
石
鎚
神
社
の
近
く
で
生
ま
れ
育

ち
、
石
鎚
神
社
を
信
仰
し
て
い
て
、

　

右
記
に
て
福
岡
神
和
教
会
創
立

四
十
周
年
奉
祝
大
祭
が
斎
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
昼
頃
は
雪
が
降
っ
て
お
り

ま
し
た
が
祭
典
前
に
は
雪
が
止
み

穏
や
か
な
気
候
の
中
で
の
祭
典
と

な
り
ま
し
た
。

　

祭
典
は
佐
伯
良
子
教
会
長
、
武

智
宮
司
が
創
立
四
十
周
年
の
御
礼

と
日
頃
か
ら
の
大
神
様
の
ご
加
護

に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
祝
詞
を
奏

上
、
参
列
者
が
真
心
込
め
た
玉
串

を
奉
り
、
滞
る
こ
と
な
く
斎
了
。

祭
典
後
、
佐
伯
良
子
教
会
長
、
佐

伯
京
子
副
教
会
長
を
は
じ
め
多
く

の
方
に
感
謝
状
、
先
達
昇
進
、
教

師
昇
進
の
辞
令
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

福
岡
神
和
教
会
創
立
四
十
周
年
奉
祝
大
祭　

斎
行

福
岡
神
和
教
会
創
立
四
十
周
年
奉
祝
大
祭　

斎
行

　

四
十
周
年
奉
祝
大
祭
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
石
鎚
神
社
本
社
祖

霊
殿
の
太
鼓
の
皮
の
張
り
替
え
、

台
座
の
新
調
、
幕
を
ご
奉
納
頂
き

ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

感
謝
状
、
先
達
昇
進
、
教
師
昇

進
を
お
渡
し
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

皆
様
の
お
名
前
を
順
不
同
敬
称
略

に
て
記
載
致
し
ま
す
。

感
謝
状

佐
伯　

良
子
教
会
長

佐
伯　

京
子
副
教
会
長

田
中　

宏
昌

上
廣　

昭
子

龍　
　

大

龍　
　

友
紀

藤
丸　

美
代

幸
田　

恵

山
本　

慈

先
達
昇
進

元
老
顧
間　

幸
田　

千
賀
子

副
大
会
長　

山
本　

幸
彦

大
会
長　
　

中
牟
田　

利
子

大
会
長　
　

青
木　

節
子

大
会
長　
　

中
野　

綾
子

教
師
昇
進

大
訓
導　
　

日
高　

知
子

佐
伯
良
子　

教
会
長

最
高
功
労
章
金
笏

元
老
大
顧
問

大
教
正

﹇
日
時
﹈
二
月
二
十
二
日
（
土
）

　
　
　

  

午
後
二
時

﹇
場
所
﹈
福
岡
神
和
教
会

﹇
本
社
出
向
﹈

武
智
宮
司

十
亀
名
誉
宮
司
夫
妻

中
西
名
誉
顧
問

田
窪
常
務
総
代
・
本
教
理
事

山
中
本
教
理
事

十
亀
権
禰
宜

曽
我
部
権
禰
宜
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福
岡
県
に
移
っ
た
後
も
信
仰
を

続
け
、
福
岡
の
方
々
の
心
の
拠

り
所
と
な
り
、
亡
く
な
ら
れ
た

後
を
佐
伯
良
子
先
生
が
引
き
継

が
れ
、
昭
和
六
十
年
故
武
智
昭

典
名
誉
宮
司
の
指
導
の
も
と
遙

拝
所
に
、
平
成
十
一
年
十
亀
興

美
名
誉
宮
司
の
指
導
の
も
と
教

会
に
な
り
、
教
会
長
と
信
者
さ

ん
が
心
一
つ
に
信
仰
を
続
け
四

十
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
後
は
佐
伯
良
子
教
会
長
、

佐
伯
京
子
副
会
長
の
お
二
人
が

力
を
合
わ
せ
、
親
か
ら
子
、
子

か
ら
孫
へ
と
信
仰
が
引
き
継
が

れ
る
こ
と
、
ご
参
列
頂
き
ま
し

た
皆
様
の
今
後
の
ご
健
康
、
ご

多
幸
を
心
よ
り
祈
念
さ
せ
て
頂

き
ご
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

記　

権
禰
宜　

曽
我
部
洋
輔

　

福
岡
神
和
教
会
は
、
佐
伯
良
子

教
会
長
の
慈
母
、
佐
伯
タ
カ
ヱ
命

が
石
鎚
神
社
の
近
く
で
生
ま
れ
育

ち
、
石
鎚
神
社
を
信
仰
し
て
い
て
、

　

右
記
に
て
福
岡
神
和
教
会
創
立

四
十
周
年
奉
祝
大
祭
が
斎
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
昼
頃
は
雪
が
降
っ
て
お
り

ま
し
た
が
祭
典
前
に
は
雪
が
止
み

穏
や
か
な
気
候
の
中
で
の
祭
典
と

な
り
ま
し
た
。

　

祭
典
は
佐
伯
良
子
教
会
長
、
武

智
宮
司
が
創
立
四
十
周
年
の
御
礼

と
日
頃
か
ら
の
大
神
様
の
ご
加
護

に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
祝
詞
を
奏

上
、
参
列
者
が
真
心
込
め
た
玉
串

を
奉
り
、
滞
る
こ
と
な
く
斎
了
。

祭
典
後
、
佐
伯
良
子
教
会
長
、
佐

伯
京
子
副
教
会
長
を
は
じ
め
多
く

の
方
に
感
謝
状
、
先
達
昇
進
、
教

師
昇
進
の
辞
令
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

福
岡
神
和
教
会
創
立
四
十
周
年
奉
祝
大
祭　

斎
行

福
岡
神
和
教
会
創
立
四
十
周
年
奉
祝
大
祭　

斎
行

　

四
十
周
年
奉
祝
大
祭
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
石
鎚
神
社
本
社
祖

霊
殿
の
太
鼓
の
皮
の
張
り
替
え
、

台
座
の
新
調
、
幕
を
ご
奉
納
頂
き

ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

感
謝
状
、
先
達
昇
進
、
教
師
昇

進
を
お
渡
し
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

皆
様
の
お
名
前
を
順
不
同
敬
称
略

に
て
記
載
致
し
ま
す
。

感
謝
状

佐
伯　

良
子
教
会
長

佐
伯　

京
子
副
教
会
長

田
中　

宏
昌

上
廣　

昭
子

龍　
　

大

龍　
　

友
紀

藤
丸　

美
代

幸
田　

恵

山
本　

慈

先
達
昇
進

元
老
顧
間　

幸
田　

千
賀
子

副
大
会
長　

山
本　

幸
彦

大
会
長　
　

中
牟
田　

利
子

大
会
長　
　

青
木　

節
子

大
会
長　
　

中
野　

綾
子

教
師
昇
進

大
訓
導　
　

日
高　

知
子

佐
伯
良
子　

教
会
長

最
高
功
労
章
金
笏

元
老
大
顧
問

大
教
正

﹇
日
時
﹈
二
月
二
十
二
日
（
土
）

　
　
　

  

午
後
二
時

﹇
場
所
﹈
福
岡
神
和
教
会

﹇
本
社
出
向
﹈

武
智
宮
司

十
亀
名
誉
宮
司
夫
妻

中
西
名
誉
顧
問
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窪
常
務
総
代
・
本
教
理
事

山
中
本
教
理
事

十
亀
権
禰
宜

曽
我
部
権
禰
宜
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大
分
県
大
分
市
下
郡
の
里
に
鎮

座
い
た
し
ま
す
大
分
石
鎚
教
会
に

て
教
会
創
立
五
十
周
年
奉
祝
大
祭

が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

春
、
境
内
も
桜
花
爛
漫
の
中
、

沢
山
の
信
徒
が
集
ま
り
、
扇
の
要

と
し
て
祭
主
を
江
藤
秀
人
教
会

長
、
斎
主
を
江
藤
幸
二
副
教
会
長

が
、
そ
し
て
、
地
元
大
分
石
鎚
教

会
の
教
師
と
親
交
の
あ
る
教
師
が

祭
員
奉
仕
、
厳
粛
に
大
御
扉
開
か

れ
た
神
殿
で
の
奉
祝
大
祭
と
な
り

ま
し
た
。

　

普
段
よ
り
陰
日
向
無
く
奉
仕
す

る
信
徒
崇
敬
者
、
敬
神
婦
人
会
の

皆
様
の
お
力
に
よ
り
素
晴
ら
し
い

雰
囲
気
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
祭
典
後
に
は
地
元
の

深
山
流　

豊
饒
神
楽
が
奉
納
さ
れ

石
鎚
大
神
様
と
一
緒
に
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

信
仰
の
歴
史
は
長
く
昭
和
十
五

年
に
臼
杵
市
よ
り
今
の
大
分
市
下

郡
に
御
神
像
を
奉
斎
し
、
昭
和
四

十
年
に
大
分
下
郡
遥
拝
所
を
創

立
、
昭
和
四
十
九
年
に
大
分
石
鎚

教
会
が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

時
々
の
御
代
表
、
江
藤
止
大
人
命
、

江
藤
コ
ナ
ミ
刀
自
命
、
江
藤
博
治

大
人
命
、
共
に
歩
ま
れ
た
大
先
達

の
皆
様
の
心
が
繋
が
れ
、
今
の
江

藤
秀
人
教
会
長
が
中
心
と
な
り
大

祭
を
迎
え
ま
し
た
。

　

大
祭
準
備
も
大
変
だ
っ
た
と
拝

察
い
た
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
素
敵

な
笑
顔
で
し
た
。
今
後
と
も
石
鎚

大
神
様
の
御
神
徳
を
受
け
ら
れ
ご

健
勝
に
、
そ
し
て
大
分
石
鎚
教
会

の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

文
責　

禰
宜　

佐
々
木

感
謝
状

教
会
長　
　

江
藤　

秀
人

理
事　
　
　

渡
辺　

照
魅

理
事　
　
　

竹
内　

昌
一

先
達　
　
　

渡
辺　

昭
男

敬
神
婦
人
会
支
部
長

　
　
　
　
　

山
﨑　

英
子

敬
神
婦
人
会
新
支
部
長

　
　
　
　
　

篠
田
マ
チ
子

敬
神
婦
人
会
支
部
役
員

　
　
　
　
　

渡
辺　

和
子

信
徒　
　
　

大
家
五
十
鈴

先
達
昇
進

監
長　
　
　

上
野　

春
男

副
大
会
長　

衛
藤　

照
男

副
大
取
締　

渡
辺　

昭
男

副
大
取
締　

日
野　

英
二

教
師
昇
進

権
少
教
正　

江
藤　

幸
二

権
少
講
義　

江
藤　

友
広

権
少
講
義　

篠
田　

靖
彦

権
大
訓
導　

平
山　

大
成

（
順
不
同
敬
称
略
）

祭
主

教
会
長　
　

江
藤　

秀
人

功
労
章　

銀
笏

元
老
大
顧
問

権
大
教
正

斎
主

副
教
会
長　

江
藤　

幸
二

特
別
大
監
長

権
少
教
正

大
分
石
鎚
教
会

創
立
五
十
周
年
奉
祝
大
祭

　
　

令
和
七
年
四
月
六
日

愛
媛
県

　

南
予
崇
敬
組
合
総
会　

開
催

愛
媛
県南

予
崇
敬
組
合
総
会　

開
催

　

当
日
は
山
内
組
合
長
を
始
め
管

内
各
所
よ
り
役
員
、
信
徒
の
方
々

が
多
数
集
わ
れ
る
中
、
本
社
よ
り

武
智
宮
司
、
高
岡
権
禰
宜
、
篠
塚

巫
女
、
沖
野
常
務
総
代
が
出
向
し

厳
粛
に
祭
典
、
総
会
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

先
ず
祭
儀
で
は
、
西
宇
和
進
拝

所
長
以
下
組
合
関
係
者
、
本
社
職

員
共
に
謹
ん
で
ご
奉
仕
し
、
後
の

総
会
で
は
、
組
合
の
事
業
報
告
、

次
年
度
の
事
業
計
画
、
決
算
、
予

算
の
審
議
等
円
滑
に
進
め
ら
れ
、

直
会
も
和
や
か
に
親
睦
を
深
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

次
年
は
南
・
北
宇
和
支
部
で
の

開
催
（
役
員
改
選
年
）
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
組
合
に
関
わ
る
皆
様
が

ご
健
勝
、
ご
多
幸
で
あ
り
ま
す
様

ま
た
、
多
く
の
方
々
が
大
神
様
と

の
ご
縁
を
戴
き
、
よ
り
良
き
道
ヘ

と
進
ま
れ
ま
す
様
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

記　

高
岡

　
　

去
る
三
月
二
十
二
日
、
愛
媛

県
八
幡
浜
市
に
御
鎮
座
の
西
宇
和

蓬
拝
所
（
西
宇
和
支
部
）
に
於
き

ま
し
て
、
南
予
崇
敬
組
合
の
大
祭
、

並
び
に
組
合
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

組
合
長

　
　

山
内　

康
治　

元
老
顧
問

開
催
支
部
西
宇
和
支
部
長

　

有
功
神
鏡
笏
拝
受

　

山
下　

芳
章　

元
老
大
顧
問

　

去
る
三
月
二
十
三
日
（
日
）
広
島

県
福
山
市
の
赤
坂
教
会
に
お
い
て
午

前
十
時
よ
り
石
鎚
神
社
備
後
崇
敬
組

合
定
例
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
穏
や
か
な
天
気
の
中
、

備
後
崇
敬
組
合
管
内
各
地
よ
り
十
三

名
が
参
集
、
石
鎚
神
社
よ
り
は
、
大

岡
禰
宜
、
田
窪
権
禰
宜
が
出
席
。

　

岡
本
嘉
孝
副
組
合
長
を
議
長
と
し

て
総
会
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
約
二
時
間
ほ
ど
お
山
開

き
大
祭
を
中
心
に
令
和
六
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
や
令
和

七
年
度
事
業
計
画
や
予
算
案
を
審
議

承
認
。
そ
し
て
、
役
員
改
選
が
執
り

行
わ
れ

組
合
長　

西
原
善
久　

神
鏡
笏
・

元
老
大
顧
問

副
組
合
長　

岡
本
嘉
孝

元
老
大
顧
問

副
組
合
長　

会
計
長　

事
務
局

浅
利
伸
吉　

元
老
顧
問

副
組
合
長　

監
事

佐
藤
孝
次　

名
誉
部
長

監
事　

箱
崎
芳
香　

副
取
締
の
皆

様
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
新
に
就

任
さ
れ
た
佐
藤
氏
・
箱
崎
氏
は
、

今
で
き
る
事
を
し
て
い
く
と
強
い

意
志
を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

終
始
和
や
か
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

備
後
崇
敬
組
合
が
今
年
の
お
山

開
き
大
祭
に
お
い
て
お
下
り
一
番

の
御
神
像
奉
持
を
ご
奉
仕
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
、
お
山
開
き
大
祭

が
盛
大
に
且
有
意
義
に
斎
行
さ
れ

ま
す
こ
と
と
、
備
後
崇
敬
組
合
の

益
々
の
ご
活
性
、
信
徒
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
、
ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

権
禰
宜　

田
窪　

芳
弘　

記

三
月
二
十
三
日

石
鎚
神
社　

備
後
崇
敬
組
合

　
　

令
和
六
年
度

　
　
　
　
　

定
例
総
会
開
催

三
月
二
十
三
日

石
鎚
神
社　

備
後
崇
敬
組
合

　
　

令
和
六
年
度

　
　
　
　
　

定
例
総
会
開
催

組
合
長

　

西
原　

善
久　

　
　
　

神
鏡
笏
・
元
老
大
顧
聞

獅子頭の祓い 深川流　豊饒神楽の奉納

第775号 （二ヶ月一回一日発行） 令和７年５月１日石　鎚　社　報 第775号 （二ヶ月一回一日発行） 令和７年５月１日石　鎚　社　報



-１６--１７-

　

大
分
県
大
分
市
下
郡
の
里
に
鎮

座
い
た
し
ま
す
大
分
石
鎚
教
会
に

て
教
会
創
立
五
十
周
年
奉
祝
大
祭

が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

春
、
境
内
も
桜
花
爛
漫
の
中
、

沢
山
の
信
徒
が
集
ま
り
、
扇
の
要

と
し
て
祭
主
を
江
藤
秀
人
教
会

長
、
斎
主
を
江
藤
幸
二
副
教
会
長

が
、
そ
し
て
、
地
元
大
分
石
鎚
教

会
の
教
師
と
親
交
の
あ
る
教
師
が

祭
員
奉
仕
、
厳
粛
に
大
御
扉
開
か

れ
た
神
殿
で
の
奉
祝
大
祭
と
な
り

ま
し
た
。

　

普
段
よ
り
陰
日
向
無
く
奉
仕
す

る
信
徒
崇
敬
者
、
敬
神
婦
人
会
の

皆
様
の
お
力
に
よ
り
素
晴
ら
し
い

雰
囲
気
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
祭
典
後
に
は
地
元
の

深
山
流　

豊
饒
神
楽
が
奉
納
さ
れ

石
鎚
大
神
様
と
一
緒
に
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

信
仰
の
歴
史
は
長
く
昭
和
十
五

年
に
臼
杵
市
よ
り
今
の
大
分
市
下

郡
に
御
神
像
を
奉
斎
し
、
昭
和
四

十
年
に
大
分
下
郡
遥
拝
所
を
創

立
、
昭
和
四
十
九
年
に
大
分
石
鎚

教
会
が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

時
々
の
御
代
表
、
江
藤
止
大
人
命
、

江
藤
コ
ナ
ミ
刀
自
命
、
江
藤
博
治

大
人
命
、
共
に
歩
ま
れ
た
大
先
達

の
皆
様
の
心
が
繋
が
れ
、
今
の
江

藤
秀
人
教
会
長
が
中
心
と
な
り
大

祭
を
迎
え
ま
し
た
。

　

大
祭
準
備
も
大
変
だ
っ
た
と
拝

察
い
た
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
素
敵

な
笑
顔
で
し
た
。
今
後
と
も
石
鎚

大
神
様
の
御
神
徳
を
受
け
ら
れ
ご

健
勝
に
、
そ
し
て
大
分
石
鎚
教
会

の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

文
責　

禰
宜　

佐
々
木

感
謝
状

教
会
長　
　

江
藤　

秀
人

理
事　
　
　

渡
辺　

照
魅

理
事　
　
　

竹
内　

昌
一

先
達　
　
　

渡
辺　

昭
男

敬
神
婦
人
会
支
部
長

　
　
　
　
　

山
﨑　

英
子

敬
神
婦
人
会
新
支
部
長

　
　
　
　
　

篠
田
マ
チ
子

敬
神
婦
人
会
支
部
役
員

　
　
　
　
　

渡
辺　

和
子

信
徒　
　
　

大
家
五
十
鈴

先
達
昇
進

監
長　
　
　

上
野　

春
男

副
大
会
長　

衛
藤　

照
男

副
大
取
締　

渡
辺　

昭
男

副
大
取
締　

日
野　

英
二

教
師
昇
進

権
少
教
正　

江
藤　

幸
二

権
少
講
義　

江
藤　

友
広

権
少
講
義　

篠
田　

靖
彦

権
大
訓
導　

平
山　

大
成

（
順
不
同
敬
称
略
）

祭
主

教
会
長　
　

江
藤　

秀
人

功
労
章　

銀
笏

元
老
大
顧
問

権
大
教
正

斎
主

副
教
会
長　

江
藤　

幸
二

特
別
大
監
長

権
少
教
正

大
分
石
鎚
教
会

創
立
五
十
周
年
奉
祝
大
祭

　
　

令
和
七
年
四
月
六
日

愛
媛
県

　

南
予
崇
敬
組
合
総
会　

開
催

愛
媛
県南

予
崇
敬
組
合
総
会　

開
催

　

当
日
は
山
内
組
合
長
を
始
め
管

内
各
所
よ
り
役
員
、
信
徒
の
方
々

が
多
数
集
わ
れ
る
中
、
本
社
よ
り

武
智
宮
司
、
高
岡
権
禰
宜
、
篠
塚

巫
女
、
沖
野
常
務
総
代
が
出
向
し

厳
粛
に
祭
典
、
総
会
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

先
ず
祭
儀
で
は
、
西
宇
和
進
拝

所
長
以
下
組
合
関
係
者
、
本
社
職

員
共
に
謹
ん
で
ご
奉
仕
し
、
後
の

総
会
で
は
、
組
合
の
事
業
報
告
、

次
年
度
の
事
業
計
画
、
決
算
、
予

算
の
審
議
等
円
滑
に
進
め
ら
れ
、

直
会
も
和
や
か
に
親
睦
を
深
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

次
年
は
南
・
北
宇
和
支
部
で
の

開
催
（
役
員
改
選
年
）
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
組
合
に
関
わ
る
皆
様
が

ご
健
勝
、
ご
多
幸
で
あ
り
ま
す
様

ま
た
、
多
く
の
方
々
が
大
神
様
と

の
ご
縁
を
戴
き
、
よ
り
良
き
道
ヘ

と
進
ま
れ
ま
す
様
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

記　

高
岡

　
　

去
る
三
月
二
十
二
日
、
愛
媛

県
八
幡
浜
市
に
御
鎮
座
の
西
宇
和

蓬
拝
所
（
西
宇
和
支
部
）
に
於
き

ま
し
て
、
南
予
崇
敬
組
合
の
大
祭
、

並
び
に
組
合
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

組
合
長

　
　

山
内　

康
治　

元
老
顧
問

開
催
支
部
西
宇
和
支
部
長

　

有
功
神
鏡
笏
拝
受

　

山
下　

芳
章　

元
老
大
顧
問

　

去
る
三
月
二
十
三
日
（
日
）
広
島

県
福
山
市
の
赤
坂
教
会
に
お
い
て
午

前
十
時
よ
り
石
鎚
神
社
備
後
崇
敬
組

合
定
例
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
穏
や
か
な
天
気
の
中
、

備
後
崇
敬
組
合
管
内
各
地
よ
り
十
三

名
が
参
集
、
石
鎚
神
社
よ
り
は
、
大

岡
禰
宜
、
田
窪
権
禰
宜
が
出
席
。

　

岡
本
嘉
孝
副
組
合
長
を
議
長
と
し

て
総
会
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
約
二
時
間
ほ
ど
お
山
開

き
大
祭
を
中
心
に
令
和
六
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
や
令
和

七
年
度
事
業
計
画
や
予
算
案
を
審
議

承
認
。
そ
し
て
、
役
員
改
選
が
執
り

行
わ
れ

組
合
長　

西
原
善
久　

神
鏡
笏
・

元
老
大
顧
問

副
組
合
長　

岡
本
嘉
孝

元
老
大
顧
問

副
組
合
長　

会
計
長　

事
務
局

浅
利
伸
吉　

元
老
顧
問

副
組
合
長　

監
事

佐
藤
孝
次　

名
誉
部
長

監
事　

箱
崎
芳
香　

副
取
締
の
皆

様
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
新
に
就

任
さ
れ
た
佐
藤
氏
・
箱
崎
氏
は
、

今
で
き
る
事
を
し
て
い
く
と
強
い

意
志
を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

終
始
和
や
か
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

備
後
崇
敬
組
合
が
今
年
の
お
山

開
き
大
祭
に
お
い
て
お
下
り
一
番

の
御
神
像
奉
持
を
ご
奉
仕
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
、
お
山
開
き
大
祭

が
盛
大
に
且
有
意
義
に
斎
行
さ
れ

ま
す
こ
と
と
、
備
後
崇
敬
組
合
の

益
々
の
ご
活
性
、
信
徒
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
、
ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

権
禰
宜　

田
窪　

芳
弘　

記

三
月
二
十
三
日

石
鎚
神
社　

備
後
崇
敬
組
合

　
　

令
和
六
年
度

　
　
　
　
　

定
例
総
会
開
催

三
月
二
十
三
日

石
鎚
神
社　

備
後
崇
敬
組
合

　
　

令
和
六
年
度

　
　
　
　
　

定
例
総
会
開
催

組
合
長

　

西
原　

善
久　

　
　
　

神
鏡
笏
・
元
老
大
顧
聞

第775号 （二ヶ月一回一日発行） 令和７年５月１日石　鎚　社　報 第775号 （二ヶ月一回一日発行） 令和７年５月１日石　鎚　社　報



-１８--１９-

石
田
組
合
長
を
、
中
津
原
遙
拝

所
は
髙
原
遙
拝
所
長
を
扇
の
要

と
し
て
今
後
の
益
々
の
ご
活
躍

と
、
参
列
さ
れ
ま
し
た
皆
様
の

ご
健
康
、
ご
多
幸
を
祈
念
致
し

ま
し
て
ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

記　

権
禰
宜　

曽
我
部
洋
輔

　

感
謝
状
、
先
達
昇
進
、
教
師

昇
進
を
さ
れ
た
方
々
の
お
名
前

を
順
不
同
敬
称
略
に
て
記
載
致

し
ま
す
。

七
年
度
の
事
業
、
会
計
の
案
が
提

示
さ
れ
無
事
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

隔
年
で
作
法
講
習
と
太
鼓
講
習
を

お
こ
な
っ
て
お
り
、
令
和
七
年
は

作
法
講
習
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
多

く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
、
と
の
組
合
長
の
言
葉
に

て
総
会
は
終
了
。

　

引
き
続
き
東
洋
大
心
教
会
例
大

祭
、
中
津
原
遙
拝
所
開
所
六
十
五

周
年
奉
祝
大
祭
が
行
わ
れ
、
髙
原

遙
拝
所
長
、
武
智
宮
司
の
開
所
六

十
五
周
年
の
御
礼
と
感
謝
の
祝
詞

を
奏
上
、
参
列
者
の
方
々
が
玉
串

を
捧
げ
、
参
列
者
一
同
に
て
大
祓

詞
を
斉
唱
し
祭
典
は
滞
る
事
無
く

斎
了
、
祭
典
後
に
は
高
原
遙
拝
所

長
を
始
め
多
く
の
方
に
感
謝
状
、

先
達
昇
進
、
教
師
昇
進
の
辞
令
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
典
後
に
は
、
祭
典
会
場
に
机

を
並
べ
て
、
参
列
者
一
同
和
気

藹
々
と
し
た
雰
囲
気
に
て
直
会
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
東
洋
大
心
崇
敬
組
合
は

　

春
の
穏
や
か
な
気
候
を
頂
く
令

和
七
年
三
月
二
十
二
日
午
前
九
時

三
十
分
よ
り
岡
山
県
春
山
遙
拝
所

に
て
東
洋
大
心
崇
敬
組
合
総
会
と
、

東
洋
大
心
教
会
例
大
祭
、
中
津
原

遙
拝
所
開
所
六
十
五
周
年
奉
祝
大

祭
が
斎
行
さ
れ
、
本
社
よ
り
武
智

宮
司
、  

𠮷
田
名
誉
顧
間
、
曽
我
部

権
禰
宜
、
篠
塚
巫
女
の
四
名
が
出

向
し
ま
し
た
。

　

九
時
三
十
分
、
東
洋
大
心
崇
敬

組
合
総
会
が
石
田
組
合
長
の
挨
拶

に
よ
り
始
ま
り
、
令
和
六
年
度
の

事
業
並
び
に
会
計
を
報
告
、
令
和

中
津
原
遙
拝
所
開
所
六
十
五
周
年
奉
祝
大
祭　

斎
行

東
洋
大
心
崇
敬
組
合
総
会　

開
催

中
津
原
遙
拝
所
開
所
六
十
五
周
年
奉
祝
大
祭　

斎
行

東
洋
大
心
崇
敬
組
合
総
会　

開
催

石
田
和
史

東
洋
大
心
崇
敬
組
合
長

元
老
大
顧
問

大
講
義

感
謝
状

髙
原　

政
明

柴
田　

千
重
子

桑
田　

悦
子

先
達
昇
進

名
誉
部
長　
　

桑
田　

悦
子

名
誉
大
監
長　

荒
川　

文
子

特
選
部
長　
　

西
島　

進

特
別
大
監
長　

川
相　

蓉
子

大
監
長　
　
　

佐
藤　

秀
治

教
師
昇
進

権
少
講
義　
　

松
井　

憲
司

髙
原
政
明

中
津
原
遙
拝
所
長

功
労
章　

銀
笏

元
老
大
顧
問

権
少
教
正

　

前
号
三
、
四
月
号
の
社
報
に

掲
載
し
て
お
り
ま
し
た

下
関
教
会　

八
十
周
年
奉
祝
大

祭
の
記
事
の
中
で
、
お
名
前
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
関
係

各
位
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

お
名
前

　
（
誤
）　　
　
　
　
（
正
）

田
邉
和
彦　

↓　

田
邊
和
彦

田
邉
初
吉　

↓　

田
邊
初
吉

田
邉
紀
江　

↓　

田
邊
紀
江

（
敬
称
略
）

記　

権
禰
宜　

田
窪　

芳
弘

お
詫
び
と

　
　
　

訂
正

お
詫
び
と

　
　
　

訂
正
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石
田
組
合
長
を
、
中
津
原
遙
拝

所
は
髙
原
遙
拝
所
長
を
扇
の
要

と
し
て
今
後
の
益
々
の
ご
活
躍

と
、
参
列
さ
れ
ま
し
た
皆
様
の

ご
健
康
、
ご
多
幸
を
祈
念
致
し

ま
し
て
ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

記　

権
禰
宜　

曽
我
部
洋
輔

　

感
謝
状
、
先
達
昇
進
、
教
師

昇
進
を
さ
れ
た
方
々
の
お
名
前

を
順
不
同
敬
称
略
に
て
記
載
致

し
ま
す
。

七
年
度
の
事
業
、
会
計
の
案
が
提

示
さ
れ
無
事
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

隔
年
で
作
法
講
習
と
太
鼓
講
習
を

お
こ
な
っ
て
お
り
、
令
和
七
年
は

作
法
講
習
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
多

く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
、
と
の
組
合
長
の
言
葉
に

て
総
会
は
終
了
。

　

引
き
続
き
東
洋
大
心
教
会
例
大

祭
、
中
津
原
遙
拝
所
開
所
六
十
五

周
年
奉
祝
大
祭
が
行
わ
れ
、
髙
原

遙
拝
所
長
、
武
智
宮
司
の
開
所
六

十
五
周
年
の
御
礼
と
感
謝
の
祝
詞

を
奏
上
、
参
列
者
の
方
々
が
玉
串

を
捧
げ
、
参
列
者
一
同
に
て
大
祓

詞
を
斉
唱
し
祭
典
は
滞
る
事
無
く

斎
了
、
祭
典
後
に
は
高
原
遙
拝
所

長
を
始
め
多
く
の
方
に
感
謝
状
、

先
達
昇
進
、
教
師
昇
進
の
辞
令
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
典
後
に
は
、
祭
典
会
場
に
机

を
並
べ
て
、
参
列
者
一
同
和
気

藹
々
と
し
た
雰
囲
気
に
て
直
会
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
東
洋
大
心
崇
敬
組
合
は

　

春
の
穏
や
か
な
気
候
を
頂
く
令

和
七
年
三
月
二
十
二
日
午
前
九
時

三
十
分
よ
り
岡
山
県
春
山
遙
拝
所

に
て
東
洋
大
心
崇
敬
組
合
総
会
と
、

東
洋
大
心
教
会
例
大
祭
、
中
津
原

遙
拝
所
開
所
六
十
五
周
年
奉
祝
大

祭
が
斎
行
さ
れ
、
本
社
よ
り
武
智

宮
司
、  

𠮷
田
名
誉
顧
間
、
曽
我
部

権
禰
宜
、
篠
塚
巫
女
の
四
名
が
出

向
し
ま
し
た
。

　

九
時
三
十
分
、
東
洋
大
心
崇
敬

組
合
総
会
が
石
田
組
合
長
の
挨
拶

に
よ
り
始
ま
り
、
令
和
六
年
度
の

事
業
並
び
に
会
計
を
報
告
、
令
和

中
津
原
遙
拝
所
開
所
六
十
五
周
年
奉
祝
大
祭　

斎
行

東
洋
大
心
崇
敬
組
合
総
会　

開
催

中
津
原
遙
拝
所
開
所
六
十
五
周
年
奉
祝
大
祭　

斎
行

東
洋
大
心
崇
敬
組
合
総
会　

開
催

石
田
和
史

東
洋
大
心
崇
敬
組
合
長

元
老
大
顧
問

大
講
義

感
謝
状

髙
原　

政
明

柴
田　

千
重
子

桑
田　

悦
子

先
達
昇
進

名
誉
部
長　
　

桑
田　

悦
子

名
誉
大
監
長　

荒
川　

文
子

特
選
部
長　
　

西
島　

進

特
別
大
監
長　

川
相　

蓉
子

大
監
長　
　
　

佐
藤　

秀
治

教
師
昇
進

権
少
講
義　
　

松
井　

憲
司

髙
原
政
明

中
津
原
遙
拝
所
長

功
労
章　

銀
笏

元
老
大
顧
問

権
少
教
正

　

前
号
三
、
四
月
号
の
社
報
に

掲
載
し
て
お
り
ま
し
た

下
関
教
会　

八
十
周
年
奉
祝
大

祭
の
記
事
の
中
で
、
お
名
前
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
関
係

各
位
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

お
名
前

　
（
誤
）　　
　
　
　
（
正
）

田
邉
和
彦　

↓　

田
邊
和
彦

田
邉
初
吉　

↓　

田
邊
初
吉

田
邉
紀
江　

↓　

田
邊
紀
江

（
敬
称
略
）

記　

権
禰
宜　

田
窪　

芳
弘

お
詫
び
と

　
　
　

訂
正

お
詫
び
と

　
　
　

訂
正
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花
々
に
囲
ま
れ
、
ご
家
族
・
ご
関

係
の
皆
様
と
久
遠
の
お
別
れ
を
申

し
上
げ
ま
し
た
。

　

重
見
幸
男
大
人
命
は
、
御
尊
父

で
あ
る
重
見
熊
平
大
人
命
の
後
ろ

姿
を
拝
し
、
昭
和
十
七
年
に
先
達

を
拝
命
。
昭
和
五
十
七
年
に
元
老

大
顧
問
・
令
和
六
年
五
月
・
恵
良

山
真
事
教
会
の
七
十
五
周
年
祭
に
、

こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
を
称
え
、
最

高
功
労
章
金
笏
拝
受
。
平
成
十
三

年
に
は
中
予
崇
敬
組
合
長
を
務
め

ら
れ
、
中
予
地
区
の
教
勢
拡
充
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
鎚
神
社
へ
の
参
拝
時
以
外
は

畑
仕
事
に
精
を
出
し
、
地
域
の
皆

様
に
も
慕
わ
れ
た
ご
生
前
の
お
姿

は
、
告
別
式
時
の
皆
様
の
お
話
か

ら
感
じ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
高
天
原
よ
り
ご
家

族
、
ま
た
神
社
本
教
・
中
予
崇
敬

組
合
・
恵
良
山
真
事
教
会
の
歩
む

道
を
見
守
っ
て
下
さ
い
。

　

重
見
幸
男
大
人
命
の
御
霊
安
か

れ
と
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
報
告

と
致
し
ま
す
。

遺
族　

娘
婿　

藤
村　

真
文　

殿

記　

権
宮
司　

十
亀

辞　
　

令

備
後
崇
敬
組
合

令
和
七
年
三
月
二
十
三
日
発
令

組
合
長
・
教
区
長　

西
原　

善
久

　

有
功　

神
鏡
笏
・
元
老
大
顧
間

副
組
合
長　
　

　

岡
本　

嘉
孝　

元
老
大
顧
問

副
組
合
長　

会
計
長　

事
務
局

　

浅
利　

伸
吉　

元
老
顧
問

副
組
合
長　

監
事

　

佐
藤　

孝
次　

名
誉
部
長

監
事　
　

　

箱
崎　

芳
香　

副
取
締（

敬
称
略
）

辞　
　

令

宮
司
推
薦
総
代
・
評
議
員

　
　
　

令
和
七
年
四
月
一
日
発
令

　

伊
藤　

一
成　

大
会
長（

敬
称
略
）

　

恵
良
山
真
事
教
会
の
幹
部
と
し

て
活
躍
を
さ
れ
た
重
見
幸
男
元
老

大
顧
問
、
最
高
功
労
章
金
笏
・
大

教
正
が
帰
天
さ
れ
ま
し
た
。
二
月

の
節
分
祭
・
星
祭
り
祈
願
納
め
祭

に
は
お
元
気
な
お
姿
で
参
列
さ
れ
、

御
神
像
拝
戴
の
ご
奉
仕
も
し
て
頂

き
ま
し
た
が
、
突
然
の
訃
報
に
た

だ
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。

　

高
縄
山
系
に
少
し
雪
が
残
る
中

に
も
、
日
差
し
が
差
し
込
め
る
三

月
一
日
。
し
め
や
か
に
告
別
式
が

執
り
行
わ
れ
、
色
と
り
ど
り
の

辞　
　

令

香
川
県

導
不
動
院
遥
拝
所

令
和
七
年
三
月
二
十
八
日
発
令

所
長
・
代
表
役
員　

大
監
長

宮
井
キ
ヌ
コ

責
任
役
員　

監
長

岩
﨑　

法
聖

責
任
役
員　

副
大
会
長

毛
利　

真
弓

責
任
役
員　

副
監
長

尾
崎　

一
秀

責
任
役
員　

副
大
会
長

香
川　

彰

監
事　

副
大
会
長

佐
伯　

眞
誌

監
事　

大
取
締

松
原　

影
明

（
敬
称
略
）

文
責　

禰
宜　

佐
々
木

訃　

報

訃　

報

恵
良
山
真
事
教
会

　

先
達　

元
老
大
顧
問

　
　
　
　

最
高
功
労
章　

金
笏

　

教
師　

権
少
教
正

　
　

重
見　

幸
男　

大
人
命

　
　
　
　
　
　

数
え
・
九
十
四
才

恵
良
山
真
事
教
会

　

先
達　

元
老
大
顧
問

　
　
　
　

最
高
功
労
章　

金
笏

　

教
師　

権
少
教
正

　
　

重
見　

幸
男　

大
人
命

　
　
　
　
　
　

数
え
・
九
十
四
才
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花
々
に
囲
ま
れ
、
ご
家
族
・
ご
関

係
の
皆
様
と
久
遠
の
お
別
れ
を
申

し
上
げ
ま
し
た
。

　

重
見
幸
男
大
人
命
は
、
御
尊
父

で
あ
る
重
見
熊
平
大
人
命
の
後
ろ

姿
を
拝
し
、
昭
和
十
七
年
に
先
達

を
拝
命
。
昭
和
五
十
七
年
に
元
老

大
顧
問
・
令
和
六
年
五
月
・
恵
良

山
真
事
教
会
の
七
十
五
周
年
祭
に
、

こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
を
称
え
、
最

高
功
労
章
金
笏
拝
受
。
平
成
十
三

年
に
は
中
予
崇
敬
組
合
長
を
務
め

ら
れ
、
中
予
地
区
の
教
勢
拡
充
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
鎚
神
社
へ
の
参
拝
時
以
外
は

畑
仕
事
に
精
を
出
し
、
地
域
の
皆

様
に
も
慕
わ
れ
た
ご
生
前
の
お
姿

は
、
告
別
式
時
の
皆
様
の
お
話
か

ら
感
じ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
高
天
原
よ
り
ご
家

族
、
ま
た
神
社
本
教
・
中
予
崇
敬

組
合
・
恵
良
山
真
事
教
会
の
歩
む

道
を
見
守
っ
て
下
さ
い
。

　

重
見
幸
男
大
人
命
の
御
霊
安
か

れ
と
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
報
告

と
致
し
ま
す
。

遺
族　

娘
婿　

藤
村　

真
文　

殿

記　

権
宮
司　

十
亀

辞　
　

令

備
後
崇
敬
組
合

令
和
七
年
三
月
二
十
三
日
発
令

組
合
長
・
教
区
長　

西
原　

善
久

　

有
功　

神
鏡
笏
・
元
老
大
顧
間

副
組
合
長　
　

　

岡
本　

嘉
孝　

元
老
大
顧
問

副
組
合
長　

会
計
長　

事
務
局

　

浅
利　

伸
吉　

元
老
顧
問

副
組
合
長　

監
事

　

佐
藤　

孝
次　

名
誉
部
長

監
事　
　

　

箱
崎　

芳
香　

副
取
締（

敬
称
略
）

辞　
　

令

宮
司
推
薦
総
代
・
評
議
員

　
　
　

令
和
七
年
四
月
一
日
発
令

　

伊
藤　

一
成　

大
会
長（

敬
称
略
）

　

恵
良
山
真
事
教
会
の
幹
部
と
し

て
活
躍
を
さ
れ
た
重
見
幸
男
元
老

大
顧
問
、
最
高
功
労
章
金
笏
・
大

教
正
が
帰
天
さ
れ
ま
し
た
。
二
月

の
節
分
祭
・
星
祭
り
祈
願
納
め
祭

に
は
お
元
気
な
お
姿
で
参
列
さ
れ
、

御
神
像
拝
戴
の
ご
奉
仕
も
し
て
頂

き
ま
し
た
が
、
突
然
の
訃
報
に
た

だ
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。

　

高
縄
山
系
に
少
し
雪
が
残
る
中

に
も
、
日
差
し
が
差
し
込
め
る
三

月
一
日
。
し
め
や
か
に
告
別
式
が

執
り
行
わ
れ
、
色
と
り
ど
り
の

辞　
　

令

香
川
県

導
不
動
院
遥
拝
所

令
和
七
年
三
月
二
十
八
日
発
令

所
長
・
代
表
役
員　

大
監
長

宮
井
キ
ヌ
コ

責
任
役
員　

監
長

岩
﨑　

法
聖

責
任
役
員　

副
大
会
長

毛
利　

真
弓

責
任
役
員　

副
監
長

尾
崎　

一
秀

責
任
役
員　

副
大
会
長

香
川　

彰

監
事　

副
大
会
長

佐
伯　

眞
誌

監
事　

大
取
締

松
原　

影
明

（
敬
称
略
）

文
責　

禰
宜　

佐
々
木

訃　

報

訃　

報

恵
良
山
真
事
教
会

　

先
達　

元
老
大
顧
問

　
　
　
　

最
高
功
労
章　

金
笏

　

教
師　

権
少
教
正

　
　

重
見　

幸
男　

大
人
命

　
　
　
　
　
　

数
え
・
九
十
四
才

恵
良
山
真
事
教
会

　

先
達　

元
老
大
顧
問

　
　
　
　

最
高
功
労
章　

金
笏

　

教
師　

権
少
教
正

　
　

重
見　

幸
男　

大
人
命

　
　
　
　
　
　

数
え
・
九
十
四
才
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ん
！？
そ
う
言
え
ば
、
こ
の
石
鎚

の
お
山
に
も
神
主
さ
ん
や
信
者
さ

ん
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
お

方
ら
し
い
機
転
の
利
い
た
対
応
や

善
行
な
ん
ぞ
を
人
知
れ
ず
積
ん
で

お
い
で
の
方
が
お
る
。そ
ん
な
話

を
聴
く
と
タ
ヌ
キ
の
わ
し
さ
え
元

気
に
な
る
し
励
ま
さ
れ
も
し
よ
る
。

　

そ
う
じ
ゃ
！
今
回
よ
り
こ
の
紙

面
を
拝
借
し
て
、
徒
然
な
る
ま
ま

に
日
を
暮
ら
し
て
お
る
わ
し
じ
ゃ

が
、
心
に
移
り
行
く
素
敵
な
事
々

を
思
い
浮
か
ぶ
ま
ま
に
書
き
留
め

て
い
こ
う
か
の
う
〜
。

「
本
社
神
札
看
板
等
」
の
こ
と

→
手
製
の
本
社
神
符
神
札
頒
布
棚

　

右
の
棚
、
ど
う
じ
ゃ
？
中
々
良

い
じ
ゃ
ろ
う
？
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ

ー
シ
ョ
ン
さ
ん
と
コ
ラ
ボ
す
る

こ
と
に
な
っ
た
と
か
…
。

　

頂
上
山
荘
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
に
記
念
の
コ
ラ
ボ
テ
ィ
シ
ャ

ツ
販
売
や
パ
ネ
ル
展
示
、
ま
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
配
ら
れ
、
コ

ン
パ
ク
ト
な
が
ら
十
分
な
品
揃

え
の
支
店
に
な
っ
と
っ
た
わ
い
。

今
回
の
コ
ン
コ
ー
ス
へ
の
出
店
は
、

去
る
二
月
二
十
一
日
よ
り
二
十

四
日
ま
で
じ
ゃ
っ
た
が
、
通
年

を
通
し
て
駅
ビ
ル
内
の
「
メ
グ

ル
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
石
鎚
神

社
頂
上
山
荘
で
し
か
買
え
な
い

グ
ッ
ズ
を
販
売
し
て
い
る
と
の

こ
と
。
立
ち
寄
ら
れ
た
お
人
か

ら
「
高
知
駅
に
も
出
店
し
て
欲

し
い
！
」
と
の
お
声
も
♪

　

先
ず
は
お
山
を
知
っ
て
貰
う

こ
と
…
じ
ゃ
な
。
フ
ァ
イ
ト
〜
！

文
責　

相
談
員　

曽
我
部
英
司

神
札
・
神
符
調
整
担
当
の
勝
本

貴
大
権
禰
宜
さ
ん
！

　

な
ん
で
も
、
こ
れ
ら
の
看
板

や
棚
を
数
台
作
ろ
う
と
専
門
の

業
者
さ
ん
に
見
積
を
出
し
た
と

こ
ろ
、
材
質
や
物
は
当
然
良
い

も
の
の
敢
え
て
言
う
と
、
総
計

二
百
万
円
を
優
に
超
え
て
い
く

の
で
断
念
…
。

　

し
か
あ
し
！
こ
こ
で
め
げ
な

い
の
が
良
い
と
こ
ろ
♪
現
場
の

他
の
職
員
さ
ん
ら
の
協
力
も
得

て
、
祈
祷
奉
仕
の
合
間
を
縫
っ

て
数
日
を
か
け
て
作
成
し
た
と

の
こ
と
じ
ゃ
。
ホ
ン
ト
、
担
当

と
は
言
え
神
主
さ
ん
も
色
ん
な

こ
と
を
や
ら
ん
と
イ
カ
ン
の

じ
ゃ
の
う
。
ご
苦
労
様
な
こ
と

じ
ゃ
わ
い
。
フ
ァ
イ
ト
〜
！

|
プ
ロ
ロ
ー
グ
|

　

フ
ァ
〜
あ
れ
か
ら
丁
度
一
年
、

早
い
も
の
じ
ゃ
…
。ふ
と
し
た
思

い
付
き
で
全
国
の
お
山
を
巡
っ
て
、

今
し
方
石
鎚
山
の
七
合
目
の
成
就

に
帰
っ
て
き
た
ば
か
り
。他
所
の

お
山
を
観
て
み
る
の
も
良
い
も
の

じ
ゃ
の
う
。も
う
三
百
年
以
上
も

住
ま
わ
せ
て
貰
っ
て
い
る
こ
の
お

山
の
素
晴
ら
し
さ
に
も
新
た
に
気

づ
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

ど
こ
の
霊
山
に
も
お
宮
や
お
寺

さ
ん
が
あ
っ
て
…
。で
も
何
じ
ゃ

な
。ど
の
お
山
も
自
然
環
境
が
ま

た
一
つ
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
同
時

に
山
頂
を
目
指
す
人
間
様
の
在
り

方
な
ど
も
更
な
る
展
開
の
時
を
迎

え
て
お
る
。何
せ
「
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
」
と
か
い
う
外
国
人
さ
ん
が
所

に
よ
っ
て
は
日
本
人
よ
り
多
い
ぐ

ら
い
。そ
ん
な
人
間
様
も
受
け
入

れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
る

「
祈
り
の
お
山
」
を
麗
し
く
後
世
に

伝
え
て
い
く
の
は
、
今
を
生
き
る

人
間
様
の
務
め
じ
ゃ
わ
い
。

　

そ
う
言
え
ば
、
こ
の
石
鎚
山
に

帰
っ
て
く
る
途
中
、
J
R
高
松
駅

に
寄
っ
た
時
の
こ
と
…
。
そ
の
コ

ン
コ
ー
ス
に
「
石
鎚
神
社
頂
上
山

荘
高
松
支
店
」
の
プ
レ
ー
ト
が
あ

り
、
そ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
ア
メ
湯

が
ふ
る
ま
わ
れ
、
T
シ
ャ
ツ
な
ん

ぞ
の
山
荘
グ
ッ
ズ
も
販
売
さ
れ
て

お
っ
た
。
わ
し
も
ま
さ
か
、
高
松

駅
に
こ
ん
な
コ
ー
ナ
ー
が
で
き
て

い
る
と
は
つ
ゆ
知
ら
ず
、
嬉
し
い

や
ら
び
っ
く
り
す
る
や
ら
！

　

そ
こ
に
詰
め
て
い
る
お
人
の
話

を
聴
い
て
い
る
と
、
何
で
も
頂
上

山
荘
ス
タ
ッ
フ
の
お
ひ
め
（
本
名
・

渡
部
由
香
）
さ
ん
ら
が
、
高
松
駅

ビ
ル
「
オ
ル
ネ
」
の
社
長
さ
ん

と
ご
縁
を
得
て
J
R
四
国
ス
テ

　

今
年
は
成
就
社
境
内
に
も
十
数

年
振
り
に
一
メ
ー
ト
ル
以
上
雪
が

積
も
っ
た
。
授
与
所
や
組
合
棟
の

軒
下
な
ん
ぞ
、
雪
掻
き
し
な
い
と

屋
根
か
ら
の
落
雪
と
降
雪
で
屋
根

ま
で
雪
が
届
く
勢
い
じ
ゃ
っ
た
。

←
除
雪
中
の
境
内
の
雪
の
壁

　

こ
う
な
る
と
、
成
就
社
常
駐
勤

務
の
玉
井
安
胤
・
瀧
澤
勝
両
権
祢

宜
さ
ん
を
始
め
、
通
年
を
通
し
て

ご
奉
仕
い
た
だ
く
、
豊
友
会
員
の

川
之
上
一
博
先
生
、
初
谷
忠
彦
先

生
、
ま
た
深
川
兼
臣
先
生
、
そ
れ

に
渡
辺
達
也
さ
ん
ら
も
大
変
じ
ゃ
。

日
に
も
よ
る
が
…
、
朝
一
で
三
十

分
か
ら
一
時
間
は
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

や
ス
コ
ッ
プ
な
ど
で
平
均
気
温
氷

点
下
五
度
か
ら
十
度
の
な
か
で
額

に
汗
を
流
す
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境

や
立
場
で
他
に
は
な
い
仕
事
も
派

生
し
て
来
よ
る
。

　

ち
な
み
に
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
か

ら
成
就
社
ま
で
の
参
道
は
、
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
の
職
員
さ
ん
が
事
前
に

半
日
以
上
も
か
け
て
手
押
し
の
除

雪
車
で
除
雪
し
て
く
れ
る
の
で
、

真
冬
で
も
成
就
社
ま
で
は
、
長
靴

や
簡
易
ア
イ
ゼ
ン
な
ど
を
用
意
す

る
と
参
拝
は
可
能
じ
ゃ
。
こ
れ
ま

た
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
な
こ
と
じ
ゃ

わ
い
。
フ
ァ
イ
ト
〜
！

の
デ
ザ
イ
ン
が
分
か
る
様
に
ア
ク

リ
ル
板
で
仕
切
ら
れ
て
お
り
、
更

に
そ
の
御
守
は
、
各
ア
ク
リ
ル
ブ

ロ
ッ
ク
毎
に
箱
状
に
取
り
換
え
が

可
能
。
つ
ま
り
！
忙
し
い
時
で
も

迅
速
且
つ
確
実
に
そ
の
ブ
ロ
ッ
ク

を
差
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

さ
に
特
許
も
の
じ
ゃ
わ
い
！

　

で
、
こ
れ
を
作
っ
た
の
は
…
業

者
さ
ん
！
じ
ゃ
の
う
て
…

※
勝
本
貴
大
権
祢
宜
さ
ん
（
向
右
）

※
田
窪
芳
弘
権
祢
宜
さ
ん
（
向
左
）

　

続
い
て
、
こ
の
等
身
大
と
い
う

か
畳
一
畳
を
超
え
る
大
き
さ
の
神

札
・
神
符
実
物
見
本
看
板
を
発
想

し
て
作
成
し
た
の
が
…
、
そ
う
、

「
石
鎚
山
神
社
頂
上
山
荘

　
　

高
松
駅
支
店
」
の
こ
と

「
石
鎚
山
神
社
頂
上
山
荘

　
　

高
松
駅
支
店
」
の
こ
と

「
中
宮
成
就
社
境
内

　
　
　

雪
搔
き
」
の
こ
と

「
中
宮
成
就
社
境
内

　
　
　

雪
搔
き
」
の
こ
と

山
の
タ
ヌ
キ
の

　
　
　

 

徒
然
日
記
（
１
）

山
の
タ
ヌ
キ
の

　
　
　

 

徒
然
日
記
（
１
）

つ
れ
づ
れ

つ
れ
づ
れ

よ 　

そ

よ 　

そ
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現
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縫
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ロ
ー
グ
|

　

フ
ァ
〜
あ
れ
か
ら
丁
度
一
年
、

早
い
も
の
じ
ゃ
…
。ふ
と
し
た
思

い
付
き
で
全
国
の
お
山
を
巡
っ
て
、

今
し
方
石
鎚
山
の
七
合
目
の
成
就

に
帰
っ
て
き
た
ば
か
り
。他
所
の

お
山
を
観
て
み
る
の
も
良
い
も
の

じ
ゃ
の
う
。も
う
三
百
年
以
上
も

住
ま
わ
せ
て
貰
っ
て
い
る
こ
の
お

山
の
素
晴
ら
し
さ
に
も
新
た
に
気

づ
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

ど
こ
の
霊
山
に
も
お
宮
や
お
寺

さ
ん
が
あ
っ
て
…
。で
も
何
じ
ゃ

な
。ど
の
お
山
も
自
然
環
境
が
ま

た
一
つ
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
同
時

に
山
頂
を
目
指
す
人
間
様
の
在
り

方
な
ど
も
更
な
る
展
開
の
時
を
迎

え
て
お
る
。何
せ
「
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
」
と
か
い
う
外
国
人
さ
ん
が
所

に
よ
っ
て
は
日
本
人
よ
り
多
い
ぐ

ら
い
。そ
ん
な
人
間
様
も
受
け
入

れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
る

「
祈
り
の
お
山
」
を
麗
し
く
後
世
に

伝
え
て
い
く
の
は
、
今
を
生
き
る

人
間
様
の
務
め
じ
ゃ
わ
い
。

　

そ
う
言
え
ば
、
こ
の
石
鎚
山
に

帰
っ
て
く
る
途
中
、
J
R
高
松
駅

に
寄
っ
た
時
の
こ
と
…
。
そ
の
コ

ン
コ
ー
ス
に
「
石
鎚
神
社
頂
上
山

荘
高
松
支
店
」
の
プ
レ
ー
ト
が
あ

り
、
そ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
ア
メ
湯

が
ふ
る
ま
わ
れ
、
T
シ
ャ
ツ
な
ん

ぞ
の
山
荘
グ
ッ
ズ
も
販
売
さ
れ
て

お
っ
た
。
わ
し
も
ま
さ
か
、
高
松

駅
に
こ
ん
な
コ
ー
ナ
ー
が
で
き
て

い
る
と
は
つ
ゆ
知
ら
ず
、
嬉
し
い

や
ら
び
っ
く
り
す
る
や
ら
！

　

そ
こ
に
詰
め
て
い
る
お
人
の
話

を
聴
い
て
い
る
と
、
何
で
も
頂
上

山
荘
ス
タ
ッ
フ
の
お
ひ
め
（
本
名
・

渡
部
由
香
）
さ
ん
ら
が
、
高
松
駅

ビ
ル
「
オ
ル
ネ
」
の
社
長
さ
ん

と
ご
縁
を
得
て
J
R
四
国
ス
テ

　

今
年
は
成
就
社
境
内
に
も
十
数

年
振
り
に
一
メ
ー
ト
ル
以
上
雪
が

積
も
っ
た
。
授
与
所
や
組
合
棟
の

軒
下
な
ん
ぞ
、
雪
掻
き
し
な
い
と

屋
根
か
ら
の
落
雪
と
降
雪
で
屋
根

ま
で
雪
が
届
く
勢
い
じ
ゃ
っ
た
。

←
除
雪
中
の
境
内
の
雪
の
壁

　

こ
う
な
る
と
、
成
就
社
常
駐
勤

務
の
玉
井
安
胤
・
瀧
澤
勝
両
権
祢

宜
さ
ん
を
始
め
、
通
年
を
通
し
て

ご
奉
仕
い
た
だ
く
、
豊
友
会
員
の

川
之
上
一
博
先
生
、
初
谷
忠
彦
先

生
、
ま
た
深
川
兼
臣
先
生
、
そ
れ

に
渡
辺
達
也
さ
ん
ら
も
大
変
じ
ゃ
。

日
に
も
よ
る
が
…
、
朝
一
で
三
十

分
か
ら
一
時
間
は
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

や
ス
コ
ッ
プ
な
ど
で
平
均
気
温
氷

点
下
五
度
か
ら
十
度
の
な
か
で
額

に
汗
を
流
す
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境

や
立
場
で
他
に
は
な
い
仕
事
も
派

生
し
て
来
よ
る
。

　

ち
な
み
に
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
か

ら
成
就
社
ま
で
の
参
道
は
、
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
の
職
員
さ
ん
が
事
前
に

半
日
以
上
も
か
け
て
手
押
し
の
除

雪
車
で
除
雪
し
て
く
れ
る
の
で
、

真
冬
で
も
成
就
社
ま
で
は
、
長
靴

や
簡
易
ア
イ
ゼ
ン
な
ど
を
用
意
す

る
と
参
拝
は
可
能
じ
ゃ
。
こ
れ
ま

た
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
な
こ
と
じ
ゃ

わ
い
。
フ
ァ
イ
ト
〜
！

の
デ
ザ
イ
ン
が
分
か
る
様
に
ア
ク

リ
ル
板
で
仕
切
ら
れ
て
お
り
、
更

に
そ
の
御
守
は
、
各
ア
ク
リ
ル
ブ

ロ
ッ
ク
毎
に
箱
状
に
取
り
換
え
が

可
能
。
つ
ま
り
！
忙
し
い
時
で
も

迅
速
且
つ
確
実
に
そ
の
ブ
ロ
ッ
ク

を
差
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

さ
に
特
許
も
の
じ
ゃ
わ
い
！

　

で
、
こ
れ
を
作
っ
た
の
は
…
業

者
さ
ん
！
じ
ゃ
の
う
て
…

※
勝
本
貴
大
権
祢
宜
さ
ん
（
向
右
）

※
田
窪
芳
弘
権
祢
宜
さ
ん
（
向
左
）

　

続
い
て
、
こ
の
等
身
大
と
い
う

か
畳
一
畳
を
超
え
る
大
き
さ
の
神

札
・
神
符
実
物
見
本
看
板
を
発
想

し
て
作
成
し
た
の
が
…
、
そ
う
、

「
石
鎚
山
神
社
頂
上
山
荘

　
　

高
松
駅
支
店
」
の
こ
と

「
石
鎚
山
神
社
頂
上
山
荘

　
　

高
松
駅
支
店
」
の
こ
と

「
中
宮
成
就
社
境
内

　
　
　

雪
搔
き
」
の
こ
と

「
中
宮
成
就
社
境
内

　
　
　

雪
搔
き
」
の
こ
と

山
の
タ
ヌ
キ
の

　
　
　

 

徒
然
日
記
（
１
）

山
の
タ
ヌ
キ
の

　
　
　

 

徒
然
日
記
（
１
）

つ
れ
づ
れ

つ
れ
づ
れ

よ 　

そ

よ 　

そ
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今
回
は
、
山
口
県
下
関
か
ら
毎
月

石
鎚
山
へ
月
参
り
を
さ
れ
て
い
る
、

吉
見
教
会
加
藤
法
泰
教
会
長
の
写
真

に
目
が
留
ま
り
取
材
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
「
月
刊
ム
ー
１
月
号
」
に

紹
介
さ
れ
、
そ
の
号
の
人
気
ラ
ン
キ

ン
グ
６
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
し
た
。

２
月
に
は
、
同
公
式
サ
イ
ト

「
W
E
B
ム
ー
」
で
も
公
開
さ
れ
ア

ク
セ
ス
ラ
ン
キ
ン
グ
２
位
に
ラ
ン
ク

イ
ン
す
る
な
ど
多
く
の
読
者
の
目
に

留
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

W
E
B
版
は
前
編
と
後
編
の
２
部

に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
全
て
カ

ラ
ー
で
の
掲
載
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
は
無
料
で
ご
覧
頂
け
ま
す
の

で
、
幅
広
い
方
々
の
目
に
留
ま
る
こ

と
に
な
り
、
石
鎚
山
を
更
に
多
く
の

方
に
知
っ
て
も
ら
え
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
大
変
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

　

左
記
の
Q
R
コ
ー
ド
も
し
く
は
ア

ド
レ
ス
を
読
み
込
ん
で
も
ら
い
ま
し

た
ら
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

是
非
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

文
責　

権
禰
宜　

十
亀
雅
史

　

世
界
の
謎
と
不
思
議
に
挑
戦
す
る

「
月
刊
ム
ー
」
に
【
霊
峰
石
鎚
山
で

５
機
の
U
F
O
編
隊
を
撮
影
】
と
題

し
、
カ
ラ
ー
２
ペ
ー
ジ
、
モ
ノ
ク
ロ

４
ペ
ー
ジ
で
石
鎚
山
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
月
刊
ム
ー
」
は
U
F
O
や
雪
男

な
ど
未
確
認
動
物
（
U
M
A
）
や
超

常
現
象
な
ど
を
紹
介
す
る
日
本
一
あ

や
し
い
雑
誌
と
巷
で
は
囁
か
れ
て
い

ま
す
が
、
巷
の
噂
と
は
違
い
、
記
事

の
通
り
取
材
記
者
は
石
鎚
山
や
そ
の

歴
史
な
ど
も
し
っ
か
り
調
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
W
E
B
ム
ー
」【
霊
峰
石
鎚
山
で
５
機
の
U
F
O
編
隊
を
撮
影
】
の
ご
紹
介

「
W
E
B
ム
ー
」【
霊
峰
石
鎚
山
で
５
機
の
U
F
O
編
隊
を
撮
影
】
の
ご
紹
介

▲

石鎚神社
インスタグラム

石鎚神社
フェイスブック

石　

鎚　

社　

報

〒
七
九
三
―
八
五
五
五

（
発
行
所
）
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

【
連
絡
先
】
電
話
（
〇
八
九
七
）

　

五
五
｜
四
〇
四
四　

本　

社

　

五
五
｜
七
二
四
二　

F
A
X　

　

五
五
｜
四
一
六
八　

会　

館

　

五
五
｜
七
二
八
一　

F
A
X　

　

五
九
｜
〇
一
〇
六　

成　

就

　

五
九
｜
〇
四
〇
八　

F
A
X　

　

五
三
｜
〇
〇
〇
八　

土
小
屋

【
振
替
】〇
一
六
八
〇
｜
〇
｜
一
八
三
六
〇

【
発
行
代
表
者
】  

武

智　

正

人

【
編　

集
】　　
　

佐
々
木　

規　

人

【
印
刷
所
】
プ
リ
・
キ
ュ
ウ
・
プ
レ
ス

【
購
読
料
】
送
料
共　

年
五
〇
〇
円

石
鎚
神
社
・
石
鎚
本
教

石鎚神社 検索⬅で

〈前編〉
霊峰・石鎚山で５機のUFO編隊を撮影！
修験の山の発行飛翔体伝説が顕在した！
https://web-mu.jp/paranormal/52737

〈後編〉
石鎚山上空の「次元の亀裂」を感得！
UFO行者加藤法泰の神秘体験

https://web-mu.jp/spiritual/52748
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